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「坐禅」体験のおすすめ

ときに、本物の坐禅堂に坐り、自己とじっ

くり向き合ってみてはいかがでしょうか。

坐禅の作法等は、ご指導いたします。

・坐禅体験の申し込み

ホームページ〔http://www.ryusenin.org/〕

電話（広報担当・五十嵐）080-6571-4154

・体験日：巻末頁の「簡介」に記載の定例

参禅会か自由参禅のどちらかでどうぞ。

龍龍泉泉院院参参禅禅会会

～「椅子坐禅」もできます～
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（表紙写真） 

喚
かん

  鐘
しょう

 
この鐘は、坐禅堂が建立される前から本堂で長く使われてい

たものです。ただの鐘ではなく、禅宗独特の「喚鐘」という鳴

らし物です。喚鐘とは、師家の室で個人指導を受ける際に、侍

者（行者）が師家の室外にあって学人を一人ずつ喚ぶ為に鳴ら

す鐘です。 

 平成の初め頃、故あって桐生市の仏具店「大仏堂」に行った

際、現地の工芸作品店に、前年の日本工芸作品展で日本一になっ

た作品があると聞き、早速その店に出向いて拝見したところ、

その素晴らしさに見惚れてしまい、即決購入してきたものです。 

因みにこの鐘がなぜ日本一になったかという理由は、次のと

おりです。 

          一、特殊な用途 

二、形状の美しさ 

          三、音響の妙鳴 
 
 私が購入しなかったならば、今頃はどこかの臨済宗か黄檗宗

の名刹寺院に購入されて鳴らされていたことでありましょう。 

 今ここ龍泉院の坐禅堂にあって、長くその働きを発揮してい

てくれていることに、その縁の不思議さを改めて思います。 

 

令和 7年 1月 

東堂 椎名 宏雄 
 

（撮影:小林裕次氏） 
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右
は
正
法
眼
蔵「
画
餅
」の
巻
に
あ
る
言
葉
で
す
。 

【
通
を
し
て
通
の
礙
な
か
ら
し
む
る
に
、
一
通
こ
れ

万
通
な
り
。
一
通
は
一
法
な
り
、
一
法
通
こ
れ
万
法

通
な
り
】 

 

意
味
は
「
相
通
ず
る
こ
と
に
お
い
て
は
何
の
障
害

も
無
い
。
一
つ
に
通
ず
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
全
て
に

通
ず
る
の
で
あ
る
。
一
つ
に
通
ず
る
こ
と
は
一
つ
の

あ
り
よ
う
を
知
り
ぬ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一

つ
の
あ
り
よ
う
を
知
り
ぬ
く
こ
と
は
全
て
の
あ
り
よ

う
を
知
り
ぬ
く
こ
と
に
通
ず
る
の
で
あ
る
」
と
な
り

ま
す
。
言
わ
ん
と
す
る
所
は
「
一
理
に
達
す
れ
ば
万

法
に
通
ず
」
に
似
て
お
り
、
万
法
に
通
じ
る
た
め
に

は
、
目
の
前
に
立
ち
塞
が
る
障
害
を
気
に
す
る
あ
ま

り
、
立
ち
止
ま
り
続
け
て
は
ダ
メ
な
の
だ
、
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
し
ま
す
。 

 

さ
て
人
間
は
、
何
か
に
挑
戦
す
る
時
、
そ
れ
が
軌

道
に
乗
る
ま
で
は
焦
り
迷
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
自

分
と
似
た
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
と
比
較 

し
て
し
ま
い
、
自
分
が
取
る
に
足
り
な
い
者
に
見
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
世
間
か
ら

ダ
メ
と
言
わ
れ
続
け
て
も
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
や
っ

て
い
れ
ば
、
花
が
開
く
日
が
必
ず
訪
れ
ま
す
。
勿
論 

そ
れ
ま
で
は
大
変
で
が
、
色
ん
な
分
野
に
首
を
突
っ

込
み
、
途
中
で
投
げ
出
す
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ば
か

り
い
て
は
、
結
局
は
何
も
得
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
で
有
名
な
絵

本
作
家
「
や
な
せ
た
か
し
」
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
言

葉
が
あ
り
ま
す
。「
一
筋
の
道
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
る

と
な
ん
と
か
な
る
。
最
初
か
ら
で
き
る
人
は
そ
ん
な

に
い
ま
せ
ん
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
挫
け
る
け
ど
、
他
に

や
る
こ
と
が
無
い
の
で
ま
た
や
る
。一
筋
道
で
す
ね
。

絵
本
に
し
ろ
他
の
創
作
に
し
ろ
、
そ
う
し
て
多
く 

や
っ
て
い
る
と
一
つ
の
メ
ソ
ッ
ド
（
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
・
方
法
）
が
で
き
て
く
る
。
絵
本
教

室
な
ど
で
、
絵
本
は
こ
う
い
う
具
合
に
書
き
な
さ
い

と
教
え
た
り
し
ま
す
が
、あ
れ
で
は
ダ
メ
な
の
で
す
。

あ
れ
は
基
本
の
部
分
を
知
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
自
分

の
や
り
方
で
は
な
い
の
で
ダ
メ
な
の
で
す
。
自
分
の

や
り
方
、
自
分
の
メ
ソ
ッ
ド
が
確
立
し
た
時
に
花
が

開
く
わ
け
で
す
。例
え
ば
画
家
の
藤
田
嗣
治
さ
ん
は
、

あ
る
時
フ
ラ
ン
ス
で
絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
。
で
も

フ
ラ
ン
ス
人
に
は
ど
う
し
て
も
敵
わ
な
い
。
一
生
懸

命
考
え
た
末
、
画
面
を
真
っ
白
に
塗
っ
て
か
ら
日
本

の
面
相
筆
で
油
絵
を
描
く
方
法
を
編
み
出
し
た
わ
け

で
す
。
猫
の
毛
も
一
本
ず
つ
描
く
と
い
う
ふ
う
に 

や
っ
て
い
た
ら
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
で
き
な

い
と
い
う
の
で
藤
田
嗣
治
の
画
風
が
で
き
た
。
東
郷

青
児
さ
ん
も
そ
う
で
、
画
面
を
一
度
ピ
カ
ピ
カ
に
し

ち
ゃ
う
。
そ
う
や
っ
て
東
郷
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
画
風

が
で
き
て
い
く
わ
け
で
す
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
唯
一
無
二
の
自
分
自
身
の
メ
ソ
ッ
ド
を
見
つ

け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
そ
れ
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
そ
れ
は
沢
山
や

る
よ
り
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
何

度
も
何
度
も
挑
戦
す
る
う
ち
に
、
本
人
が
独
自
で

色
々
と
開
発
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

真
似
ば
っ
か
り
し
て
い
て
も
ダ
メ
で
す
が
、
最
初
は

真
似
を
し
て
も
い
い
の
で
す
」
と
。
こ
こ
で
い
う
、

真
似
ば
か
り
し
て
は
ダ
メ
だ
が
、
最
初
は
真
似
を
し

て
も
い
い
、
自
分
の
好
き
な
や
り
方
を
真
似
す
れ
ば

い
い
、
と
い
う
の
は
、
道
元
禅
師
の
い
う
「
相
通
ず

る
こ
と
に
お
い
て
は
何
の
障
害
も
無
い
」
に
重
な
る

所
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
メ
ソ
ッ

ド
を
見
つ
け
る
た
め
に
、何
度
も
何
度
も
挑
戦
す
る
。

そ
う
し
て
初
め
て
自
分
に
と
っ
て
の
唯
一
無
二
の
メ

ソ
ッ
ド
が
出
来
上
が
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
「
一

法
通
こ
れ
万
法
通
な
り
」
と
言
え
な
く
も
あ
り
ま
せ

ん
。
故
に
、
道
元
禅
師
の
「
一
法
通
」
と
い
う
言
葉
、

こ
れ
は 

や
な
せ 

さ
ん
の
い
う
「
一
筋
道
」
と
相
通

ず
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

『一
法
通
こ
れ
万
法
通
な
り
』  
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【定
例
参
禅
会
・年
間
行
事
】 

 

（ 

）
内
は
座
談
の
司
会
者 

 
 
 
 

＊
氏
名
は
敬
称
略 

 

                          

令
和
六
年 

🔴🔴

九
月
二
一
日 

 
 
 
 

一
一
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

🔴🔴

一
〇
月
二
七
日 

 
 
 

一
一
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

 
 
 

🔴🔴

一
一
月
二
四
日 

 
 
  

一
三
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

 
 
 
 

                         
 

― 

成
道
会 

― 
🔴🔴

一
二
月
八
日 

 
 
 
 

一
四
名 

 
 
 
 
 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

 
 

― 

歳
末
助
け
合
い
托
鉢 

― 
🔴🔴

一
二
月
一
五
日 

 
 
 
 

六
名 

（
明
石
住
職
・
五
十
嵐
嗣
郎
） 

 
🔴🔴

一
二
月
二
二
日 

 
 
 

一
六
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

令
和
七
年 

🔴🔴

一
月
二
六
日 

 
 
 
 

一
三
名 

（
河
本
健
治
・
齋
藤
正
好
） 

    

― 

涅
槃
会 

― 
 

 
🔴🔴

二
月
一
五
日 

 
 
 
 

一
二
名 

 
       

（
河
本
健
治
・
齋
藤
正
好
） 

 
🔴🔴

二
月
二
三
日 

 
 
 
 

一
三
名 

（
河
本
健
治
・
齋
藤
正
好
） 

 

【自
由
参
禅
】 

九
月
一
日(

七
名)

・
一
四
日(

五
名
） 

一
〇
月
六
日(

一
〇
名)

・
一
二
日(

一
〇
名
） 

一
一
月
三
日(

六
名
）・
九
日(

九
名
） 

一
二
月
一
日(

七
名
）・
一
二
月
五
日（
七
名
） 

一
月
五
日(

六
名
）・
一
一
日(

八
名
） 

二
月
二
月(

五
名
）・
八
日(

七
名
） 

 【奉
仕
作
務
】 

九
月
六
日
・
二
〇
日 

一
〇
月
四
日
・
一
八
日  

一
一
月
一
日
・
一
五
日 

一
二
月
六
日
・
二
〇
日 

一
月
三
日
・
一
七
日 

二
月
七
日
・
二
一
日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【令
和
七
年
年
番
幹
事
】 

幹 
 
 
 

事 
 

河
本 

健
治 

々 

会
計
兼
務 

 

齋
藤 

正
好 

 

【編
集
後
記
】 

▼
小
畑
元
代
表
の
断
っ
て
の
願
い
で
、
『
明 

 

珠
の
最
初
に
連
載
さ
れ
て
い
る
「
従
容
録 

 

に
学
ぶ
」
が
京
都
の
法
蔵
館
か
ら
出
版
さ 

 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

・
こ
れ
ま
で
七
四
則
分
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た 

 

が
、
残
り
二
六
則
分
の
原
稿
は
既
に
椎
名 

 

老
師
が
脱
稿
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
杉
浦
さ 

ん
と
二
人
で
テ
キ
ス
ト
化
し
ま
し
た
。 

・
ご
老
師
か
ら
追
加
原
稿
や
見
直
し
も
あ
り 

 

第
一
側
か
ら
第
百
則
ま
で
並
べ
て
の
編
集 

作
業
に
没
頭
中
で
す
。 

 
 
 

（秀
嗣
） 

▼
毎
月
例
参
禅
会
で
は
、
坐
禅
後
明
石
方
丈 

様
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
ご
提
唱
を
い
つ
も 

あ
り
が
た
く
拝
聴
し
て
お
り
ま
す
。 

・
ま
た
ご
経
験
に
基
づ
い
た
様
々
な
お
話
も 

大
変
興
味
深
く
拝
聴
し
て
お
り
ま
す
。 

・
私
も
ほ
ぼ
同
年
代
で
す
が
、
示
唆
に
富
ん 

だ
お
話
を
伺
う
た
び
に
感
銘
を
受
け
る
ば 

か
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
積
み
重 

ね
が
差
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
痛
切
に 

感
じ
ま
す
。
自
分
も
懸
命
に
精
進
し
て
い 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

（吉
澤
） 

▼
明
石
方
丈
様
に
機
会
あ
る
ご
と
に
「
法 

話
」
を
賜
る
。
み
な
少
し
努
力
す
れ
ば
実 

践
可
能
な
こ
と
。
実
に
有
難
い
お
示
し
。 

・
こ
の
度
椎
名
老
師
の
玉
稿
『
従
容
録
に
学 

ぶ
』
の
単
行
本
化
は
、
ま
さ
に
快
哉
也
。 

・
独
創
的
意
訳
ル
ビ
と
禅
僧
の
日
常
生
活
記 

が
面
白
く
椎
名
イ
ズ
ム
躍
如
。
出
版
社
が 

通
勤
電
車
の
中
で
も
読
め
る
も
の
に
し
た 

い
と
意
気
込
む
由
縁
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。 

・
坂
牧
郁
子
さ
ん
の
好
評
連
載
「
龍
泉
院
の
四 

季
の
花
」
は
完
結
。
感
謝
で
す
。 

（宏
済
） 

 

 龍
泉
院
参
禅
会
簡
介 

【

参

 

禅

】

 
 

一
、
定
例
参
禅
会 

・
日 

時 
 

毎
月
第
四
日
曜
九
時
（
初
参
加
は
八
時
半
）
来
山
、
正
午
解
散 

・
坐 

禅 
 

口
宣
、
坐
禅
、
経
行
、
坐
禅
の
順 

 
 
 
 
 
 

 

（
坐
禅
は
一
炷
三
〇
分
、
経
行
は
一
〇
分
） 

・
提 

唱 
 

木
版
三
通
、
開
経
偈
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
提
唱 

・
座 

談 
 

自
己
紹
介
・
喫
茶
・
座
談 

一
、
自
由
参
禅 

・
日 

時 
 

毎
月
第
一
日
曜
日
と
第
二
土
曜
日 

・
坐

禅

  

九
時
か
ら
一
〇
時
半
ま
で
（
入
堂
九
時
ま
で
、
退
堂
自
由
） 

※
会
費
な
し
、
年
齢
・
性
別
な
ど
一
切
不
問
、
初
心
者
に
は
懇
切
に
指
導 

【
年
間
行
事
】 

 
 

 

一
、
一
日
接
心 

本
年
は
六
月
一
日
、
四
炷
の
坐
禅
と
提
唱
等 

一
、
成

道

会 
 

本
年
は
一
二
月
七
日
、
坐
禅
二
炷
・
法
要
・
問
答
・
法
話
等 

一
、
他
の
行
事 

涅
槃
会
（
二
月
一
五
日
）
、
降
誕
会
（
四
月
八
日
）
、
施
食
会 

（
八
月
一
六
日
）
、
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
（
一
二
月
一
四
日
）
、 

、 
 
 
 
 
 

団
体
参
禅
受
け
入
れ
、
歳
末
煤
払
い
（
一
二
月
定
例
参
禅
会
後
） 

一
、
作

務  

毎
月
第
一
と
第
三
金
曜
、
及
び
第
二
土
曜
に
境
内
の
掃
除
等 

【

会

報

誌

】

 
 

一
、
『
明
珠
』 

年
二
回
発
行
（
①
四
月
八
日
・
②
一
〇
月
五
日
発
行
） 

一
、
『
口
宣
』 

年
一
回
発
行 

〔
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト  http://w

ww.ryusenin.org/

〕
『
明
珠
』
『
口
宣
』
の 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

く  

せ
ん                   

き
ん 

ひ
ん 

ち
ゅ
う 

も
っ 

ぱ
ん              

か
い
き
ょ
う
げ 

 
 
 

 

し
ょ
う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う 

 
 

 
 

 

て
い
し
ょ
う 

ね  

は
ん  

え                                      

ご
う 

た
ん  

え                                   

せ  

じ
き  

え 

た
く 

は
つ 

じ
ょ
う  

ど
う    

え 

さ 
 
 

 
 
 

む 

も
っ
ぱ
ん

か
い
き
ょ
う
げ

し
ょ
う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う

て
い
し
ょ
う

・
日

時
・

一
、、

作

務
・

さ

む

 

沼沼

南南

雑雑

記記

 き
ん 

 

ひ
ん 



② 
 

従

容

録

に
学

ぶ 

（七
三
） 

龍
泉
院
東
堂 

椎 

名 

宏 

雄 
 

第
二
七
則 

法 ほ
う

眼 げ
ん

指 し

簾 れ
ん 

〔
示じ 

衆 し
ゅ

〕 

衆
に
示
し
て
云
く
、
師
多
け
れ
ば
脈
乱
る
、
法
出

づ
れ
ば
姦
生
ず
。
無
病
に
て
病
を
医
す
は
、
以
て
傷

慈
な
り
と
雖
も
、
條
有
れ
ば
條
に
攀
る
。
何
ぞ
攀
話

あ
げ
る
を
妨
げ
ん
。 

 〔
本 

則
〕 

 

挙
ぐ
、
法
眼
、
手
を
以
て
簾
を
指
す
。〔
知
ら
ず
と

道
う
こ
と
莫
れ
。
見
ず
と
道
う
こ
と
莫
れ
〕
時
に
二

僧
有
り
。
同
じ
く
去
き
て
簾
を
巻
く
。〔
行
を
同
じ
う

し
て
歩
を
同
じ
う
せ
ず
〕
眼
云
く
、「
一
は
是
が
一
は

失
。」〔
剣
下
に
身
を
分
か
つ
〕 

 

今
回
は
法
眼
さ
ん
が
中
心
の
機
縁
で
す
。
法
眼
は

第
一
七
則
「
法
眼
豪
釐
」
の
本
則
で
も
学
び
ま
し
た

が
、
正
し
い
名
は
法
眼
文
益
（
八
八
五
～
九
五
八
）。

唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
禅
匠
で
、
洞
山
さ
ん
と

は
別
系
統
の
雪
峯
―
玄
沙
―
地
蔵
と
嗣
承
す
る
地
蔵

桂
琛
に
嗣
い
だ
方
で
あ
り
、
法
眼
宗
の
開
祖
と
い
う

重
要
な
地
位
に
あ
り
ま
す
。『
従
容
録
』
で
は
雲
門
や

趙
州
に
次
い
で
、
洞
山
と
同
じ
く
ら
い
の
機
縁
を
収

め
て
い
て
、
注
目
す
べ
き
立
場
の
人
で
あ
る
。 

 

こ
の
方
は
、
若
き
頃
は
福
州
（
福
建
省
の
省
都
）

の
長
慶
慧
稜
（
雪
峯
の
弟
子
）
の
道
場
に
止
ま
っ
て

い
た
時
、
暴
風
雨
の
為
に
足
止
め
を
食
い
、
そ
こ
の

地
蔵
桂
琛
の
道
場
に
仮
偶
し
た
縁
に
よ
っ
て
地
蔵
に

師
事
し
て
豁
然
大
悟
し
た
。
そ
の
後
、
西
方
に
游
行

し
、
臨
川
（
江
西
省
）
に
招
か
れ
て
崇
寿
寺
に
居
住

す
る
が
、
そ
の
開
堂
の
日
に
は
一
千
人
以
上
の
者
が

参
集
し
た
と
い
う
。し
て
み
れ
ば
、東
方
に
居
た
時
、

す
で
に
仏
教
的
学
問
と
禅
の
修
行
が
人
並
で
な
く
進

ん
で
い
て
、
そ
の
名
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
特
に
鋭
利
聡
明
な
大
徳
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
当
時
、
江
南
の
国
王
で
あ
っ
た
銭
氏
は
こ
れ
を
聞 

き
知
っ
て
、
彼
を
東
方
に
引
き
戻
し
、 

金
陵(

南
京)
の
報
恩
院
や
清
涼
院
と
い 

う
大
刹
に
招
き
、
布
教
教
化
に
邁
進
さ 

せ
た
。
法
眼
は
よ
く
そ
れ
に
応
え
て
化 

導
に
尽
力
し
た
。
そ
の
様
態
は
伝
存
す 

る
語
録
や
著
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、 

特
に
『
宗
門
十
規
論
』
一
巻
は
、
初
め 

て
禅
門
五
家
の
各
宗
風
を
論
述
し
た
書 

と
し
て
、
短
編
な
が
ら
注
目
さ
れ
る
撰 

述
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
「
宗 

門
」
と
は
「
禅
門
」
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
書
は
わ

が
江
戸
期
に
何
度
も
刊
行
さ
れ
、
そ
の
注
釈
書
も
あ

る
。 

 

因
み
に
、
法
眼
は
宗
門
（
禅
門
）
の
み
な
ら
ず
法

華
や
華
厳
の
教
学
に
も
通
暁
し
て
い
た
の
で
、
禅
者

と
し
て
は
貴
重
な
人
物
で
あ
り
、
こ
の
人
に
対
す
る

総
合
的
な
考
察
・
検
討
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
二

〇
二
四
年
九
月
、
新
潟
大
学
の
土
屋
太
祐
先
生
に
よ

っ
て
『
法
眼
』
い
う
専
著
が
刊
行
さ
れ
た
。
す
ば
ら

し
い
内
容
で
あ
り
、
今
後
話
題
に
な
る
の
は
必
定
。 

 

さ
て
、
右
に
挙
げ
た
〔
示
衆
〕
と
〔
本
則
〕
の
要

旨
・
難
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
要
旨
か
ら
。 

複
数
の
医
者
の
診
察
で
は
病
い
は
却
っ
て
重
く 

な
り
、法
令
が
複
雑
に
な
れ
ば
違
反
者
も
増
え
る
。 

こ
う
し
た
過
度
の
慈
悲
を
ど
う
す
る
？ 

          

の
ぞ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ぎ
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白
井
市 

佐
藤 

修
平  

昨
年
七
月
二
六
日
、
中
原
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
龍
泉
院
参
禅
会
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
作
務
班

の
仲
間
に
と
っ
て
痛
恨
の
極
み
の
一
事
で
す
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

そ
の
存
在
感
の
大
き
さ
に
比
べ
、
彼
の
参
禅
会
歴

は
五
年
と
三
カ
月
間
と
決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
定
例
会
、
自
由
参
禅
、
作
務
奉
仕
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
、
上
山
回
数
は
年
間
六
〇
回
を
大
き

く
超
え
て
い
ま
し
た
。
作
務
で
の
パ
ワ
フ
ル
な
動
き

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
大
き
な
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
に
山
と
積
ま
れ
た
剪
定
後
の
樹
木
を
、
力
強
く

裏
山
ま
で
運
ぶ
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
施
食
会
や

記
念
行
事
に
来
山
さ
れ
る
、
多
く
の
参
会
者
で
混
雑

す
る
駐
車
場
の
整
理
の
た
め
、
境
内
に
第
一
Ｐ~

第

五
Ｐ
ま
で
の
詳
細
な
地
図
を
作
製
さ
れ
た
の
は
中
原

さ
ん
で
し
た
。 

 

中
原
さ
ん
が
初
め
て
龍
泉
院
に
上
が
ら
れ
た
の
は
、

二
〇
一
九
年
四
月
八
日
の
降
誕
会
で
す
。
同
じ
白
井

市
在
住
の
新
会
員
入
会
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
拡
大
直
前
、
二
〇
二
〇
年
二
月
の

新
年
会
に
初
参
加
さ
れ
た
中
原
さ
ん
は
、
我
孫
子
の

会
場
ま
で
車
で
来
ら
れ
、
私
の
隣
席
で
酒
を
控
え
ら

れ
つ
つ
、
周
り
の
人
達
と
談
笑
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
路
、
ほ
ろ
酔
い
の
私
を
自
宅
ま
で
送
っ
て
く
れ
、

そ
の
途
次
、
車
中
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
し
た
。 

奄
美
大
島
の
出
身
（
私
は
真
逆
の
北
海
道
出
身
）、
関

西
系
の
大
手
流
通
会
社
で
仕
事
を
さ
れ
、
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
苦
労
を
味
わ
っ
た
こ
と
な
ど
。
私
が
二
〇

年
ほ
ど
前
に
、
元
ち
と
せ
の
「
島
唄
」
を
聴
い
て
魂

が
震
え
た
こ
と
を
話
す
と
、
静
か
に
う
な
ず
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
趣
味
も
本
格
的
に
追
究
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
は
年
季
が
入
り
道
具
一
式
も

高
級
品
を
揃
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
に
興
味
の
あ
っ
た
私
に
伝

授
し
て
も
ら
う
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
逝
去
後
、

焼
香
に
訪
問
し
た
際
に
は
、
自
宅
に
多
く
の
油
絵
が

飾
ら
れ
、
そ
の
素
人
離
れ
し
た
腕
前
に
驚
嘆
し
、
ま

た
、
多
種
多
様
な
花
々
の
記
録
を
綿
密
に
筆
記
さ
れ

た
ノ
ー
ト
も
拝
見
し
ま
し
た
。 

 

昨
晩
秋
、松
井
さ
ん
と
臨
時
作
務
を
重
ね
ま
し
た
。

眼
前
の
仕
事
量
の
多
さ
に
思
わ
ず
二
人
で
「
中
原
さ

~

ん
、
早
く
戻
っ
て
き
て
～
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

あ
の
愛
く
る
し
い
目
の
笑
顔
で
、
中
原
さ
ん
が
応
え

ま
し
た
「
無
理
せ
ん
と
い
て
」。 

 
 
 
 

 

合
掌 

中
原
悦
雄
さ
ん
の 

お
別
れ
を
悔
や
む 

 
柏
市 

松 

井 
 

隆 
 

龍
泉
院
参
禅
会
入
会
五
年
生
の
中
原
さ
ん
は
、
純

真
に
坐
禅
に
励
み
、
参
禅
会
の
行
事
に
参
加
し
、
作

務
の
仕
事
等
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
「
定
例
の
作
務

以
外
の
臨
時
作
務
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
の
メ

ー
ル
を
頂
き
、
寺
の
境
内
が
広
く
、
裏
山
や
墓
回
り

等
多
く
の
作
業
で
き
る
人
は
大
歓
迎
と
の
、
私
と
中

原
さ
ん
の
思
い
で
、臨
時
作
務
を
毎
週
一
回
位
実
施
。

そ
の
思
い
は
「
お
寺
は
い
つ
も
綺
麗
で
あ
り
た
い
」

と
の
共
通
認
識
で
し
た
。
そ
の
思
い
を
実
践
し
て
い

た
そ
の
矢
先
、
昨
年
の
夏
の
暑
い
一
日
で
し
た
。 

作
務
を
終
え
て
駐
車
場
で
中
原
さ
ん
と
別
れ
た
時

で
し
た
。
そ
の
時
中
原
さ
ん
は
体
に
異
変
を
感
じ
取

っ
て
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
と
の
、
そ

の
後
の
警
察
の
方
の
話
で
し
た
。 

本
当
に
あ
っ
け
な
い
中
原
さ
ん
と
の
別
れ
に
な
り

ま
し
た
。
あ
れ
程
元
気
に
、
熱
心
に
作
務
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
た
の
に
、
正
し
く
世
の
無
常
・
人
生
の

儚
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
残
さ
れ
た
私
共
へ
の
激激

励励
と
の
思
し
め
し
と
察
知
し
ま
す
。
あ
の
夏
の
日
を

偲
び
つ
つ
、
中
原
さ
ん
の
末
永
い
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
て
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

合
掌 

    

湧 

畏
友 

中
原
悦
雄
さ
ん 

 



③ 
 

〔
示
衆
〕
の
要
旨
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
。
私
達
は
坐

禅
の
理
念
に「
自
未
得
度
先
度
他
」と
掲
げ
た
以
上
、

こ
れ
は
難
解
だ
か
ら
お
手
上
げ
だ
、
で
は
済
ま
な
い

の
で
す
。
で
も
、
考
え
る
前
に
右
の
典
故
を
調
べ
て

お
き
ま
す
。「
法
出
づ
れ
ば
姦
生
ず
」
は
、『
前
漢
書
』

董
仲
舒
の
伝
記
に
あ
る
記
事
。
「
條
有
れ
ば
條
に
攀

る
」
は
、『
碧
巌
録
』
の
第
一
〇
則
の
垂
示
に
見
え
る

語
句
で
す
。『
碧
巌
録
』
は
『
従
容
録
』
よ
り
約
百
年

古
い
で
す
か
ら
、
い
く
ら
悠
久
の
大
陸
と
は
い
え
、

も
う
資
料
に
な
り
ま
す
し
、
事
実
沢
山
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
で
は
次
に
〔
本
則
〕
の
難
語
。 

「
義
皇
世
」
の
義
皇
は
伝
説
上
の
帝
王
で
理
想
政

治
が
行
わ
れ
た
と
。
今
の
世
か
ら
は
羨
ま
し
い
帝
王

で
す
ね
。「
潜
龍
渊
に
在
り
」
は
『
周
易
』
の
語
で
龍

が
渊
に
潜
ん
で
い
れ
ば
安
穏
。
葫
蘆
は
ふ
く
べ
。
鑿

は
石
切
り
の
ノ
ミ
。
こ
の
本
則
の
核
心
は
一
得
一
失

に
あ
り
い
ず
れ
も
肯
定
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
大
塚

老
師
の
挿
絵
で
も
両
僧
が
仲
良
く
揃
っ
て
簾
を
巻
上

げ
た
図
に
、「
人
は
た
だ
何
も
い
は
ず
に
い
よ
簾
、
そ

の
よ
し
あ
し
は
外
に
見
え
透
く
」
と
威
儀
即
仏
法
、
作

法
是
宗
旨
が
重
要
な
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
物
を
置
き
忘
れ
た
時
と
拾
っ
た
時
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
正
反
対
の
行
為
で
い
ず
れ
も
大
き
な
精
神

的
鍛
練
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

拾
っ
た
体
験
は
、
ま
だ
大
学
ま
で
現
役
で
通
学
し

て
い
た
時
、
何
か
で
帰
路
が
遅
く
な
り
、
帰
り
の
常

磐
線
電
車
も
九
時
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
眠
い

目
を
上
げ
る
と
、
左
隣
り
に
掛
け
て
い
た
Ｏ
Ｌ
風
の

女
性
が
、
急
に
立
ち
上
が
っ
て
急
ぎ
足
で
降
り
ま
し

た
。
亀
有
駅
で
し
た
。
ヒ
ョ
イ
と
見
る
と
ハ
ン
ド
バ

ッ
ク
を
置
き
忘
れ
て
行
っ
た
の
で
す
。
あ
れ
と
思
っ

た
が
、
ど
う
す
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
、

段
々
に
皆
が
下
車
し
、遂
に
私
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
レ
困
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
柏
駅
で
降
り
て
遺
失

物
係
に
渡
し
た
処
、
住
所
・
電
話
番
号
と
い
わ
れ
名

刺
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
に
は
か
な
り
の
金

銭
と
定
期
券
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
一
時
ご
ろ
、
本
人
か
ら
の
電
話
が
あ
り
、
バ
ッ

ク
が
無
事
に
戻
っ
た
事
の
礼
と
何
が
し
か
の
謝
礼
を
、

と
い
う
の
を
遮
っ
て
、「
今
度
あ
な
た
が
拾
い
物
を
し

た
ら
す
ぐ
返
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
一
件

落
着
と
な
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
そ
う
し
た
か
否
か

は
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

次
に
置
き
忘
れ
。
明
治
末
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
日

本
続
蔵
経
』
と
い
う
一
切
経
は
、
和
本
仕
立
て
で
軽

量
で
す
。
で
、
こ
れ
を
図
書
館
か
ら
借
用
し
て
研
究

用
に
供
し
、
朝
数
冊
を
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
電
車
に

乗
り
ま
し
た
。
途
中
で
混
雑
し
て
い
た
の
で
ウ
ッ
カ

リ
網
棚
に
上
げ
た
の
が
運
の
つ
き
、
降
り
る
べ
き
駅

で
置
き
忘
れ
、
二
子
玉
川
駅
ま
で
行
き
、
乗
車
賃
を 

 

沢
山
払
い
ま
し
た
。
で
も
、
金
銭
だ
け
で
利
用
者
に

ご
迷
惑
を
掛
け
な
か
っ
た
の
は
仏
天
の
ご
加
護
で
勿

怪
の
幸
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
宏
智
さ
ん
の
頌
古
を
採
っ
て
お
き
ま
す
。 

 

〔
頌 

古
〕 

頌
に
云
く
、
松
は
直
く
棘
は
曲
り
、
鶴
は
長
く
鳬

は
短
し
。〔
動
著
す
る
こ
と
を
得
ず
〕義
皇
の
世
の
人
、

倶
に
治
乱
を
忘
る
。〔
胡
蘆
も
提
鑿
も
肥
ゆ
る
こ
と
を

得
た
り
〕
其
の
安
や
潜
龍
が
渊
に
在
り
、〔
仏
眼
で
覷

れ
ど
も
見
え
ず
〕
其
の
逸
や
翔
鳥
は
絆
を
脱
す
。〔
斫

頭
望
め
ど
も
及
ば
ず
〕
何
ん
と
も
す
る
無
し
。
祖
禰

西
来
す
。〔
上
梁
が
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
〕
裏
許
得
失
相

い
半
ば
す
。〔
下
桂
も
参
差
る
〕
蓬
は
風
に
随
っ
て
空

に
転
き
、〔
業
識
茫
茫
と
し
て
本
の
拠
る
べ
き
無
し
〕

舡
は
流
れ
を
截
っ
て
岸
に
到
る
。〔
順
水
に
帆
を
張
る

も
、
快
便
に
逢
い
難
し
〕
箇
の
中
の
霊
利
の
衲
僧
、

〔
街
に
罵
る
酔
漢
は
、
誰
か
敢
え
て
承
頭
せ
ん
〕
清

涼
の
手
段
を
看
取
れ
よ
。〔
我
が
這
裏
に
も
也
た
有
り
、

只
だ
是
れ
其
の
人
に
遇
う
こ
と
罕
れ
な
り
〕 

 

形
体
は
８
８
６
６
６
６
５
５
６
６
で
、
形
式
に
入

ら
な
い
異
体
で
、
例
に
よ
り
古
典
を
引
い
た
難
詩
で

す
。「
義
皇
世
の
人
」
は
伝
説
上
の
帝
王
で
理
想
政
治

を
行
っ
た
人
。「
潜
龍
・
・
・
」
は
『
周
易
』
の
語
で

本
則
に
出
ま
し
た
。 

た
だ
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⑭ 
 

   

あ
る
禅
僧
の
四
つ
の
誓
願 

我
孫
子
市 

清
水 

秀
男 

  

いい
ろろ
んん
なな
ひひ
とと
がが
いい
るる
けけ
れれ
どど
もも  

今今
日日
一一
日日
やや
ささ

しし
いい
心心
でで
いい
よよ
うう
／／
いい
ろろ
んん
なな
ここ
とと
がが
ああ
るる
けけ
れれ
どど

もも  

今今
日日
一一
日日  

ああ
かか
るる
いい
心心
でで
いい
よよ
うう
／／
ここ
のの
道道

はは
遠遠
いい
けけ
れれ
どど
もも  

今今
日日
一一
日日  

一一
歩歩
すす
すす
もも
うう
／／

何何
がが
ああ
っっ
てて
もも
大大
丈丈
夫夫  

今今
日日
一一
日日  

笑笑
顔顔
でで
いい
よよ

うう   こ
の
言
葉
は
禅
僧 

西
村
宗
斎
師
の
四
つ
の
誓
願 

で
す
。
西
村
師
は
茶
の
湯
ゆ
か
り
の
京
都
の
禅
刹
大

徳
寺
で
修
行
さ
れ
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
寶
林
寺
の

住
職
で
し
た
。
寶
林
寺
は
、
大
徳
寺
開
山
で
あ
る
大

燈
国
師
の
生
誕
地
を
記
念
す
る
た
め
建
立
さ
れ
、
境 

内
に
は
大
燈
国
師
産
湯
の
井
戸
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

西
村
師
は
二
〇
一
八
年
に
末
期
ス
キ
ル
ス
性
胃
ガ
ン

の
宣
告
を
受
け
、
二
〇
二
〇
年
に
満
五
八
歳
の
若
さ 

で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。 

上
記
言
葉
は
、
死
の
前
日
の
法
話
の
一
節
の
言
葉

で
、
最
期
は
自
ら
の
意
志
で
坐
禅
を
し
た
姿
で
、
師

を
慕
う
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
て
、
息
を
引
き
取
ら

れ
た
の
で
す
（
坐
脱
）
。
こ
の
誓
願
は
ガ
ン
宣
告
を

受
け
た
時
に
、「
明
日
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。で
も
、

今
は
生
き
て
い
る
。
こ
れ
は
絶
対
間
違
い
な
い
。
じ

ゃ
あ
、
こ
の
今
日
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
考
え
、
一

切
比
べ
る
事
は
や
め
よ
う
と
決
意
さ
れ
ま
し
た
。 

元
気
な
頃
と
比
べ
な
い
。他
人
と
自
分
を
比
べ
な
い
。

昨
日
と
今
日
を
比
べ
な
い
。
今
日
と
明
日
と
比
べ
な

い
。
今
日
一
日
、「
今
、
こ
こ
」
の
私
を
一
所
懸
命
に

生
き
る
。そ
し
て
作
ら
れ
た
の
が
四
つ
の
誓
願
で
す
。

こ
の
誓
願
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
今
日
一
日
」
で
す
。 

今
日
一
日
で
思
い
出
す
の
は
江
戸
時
代
の
禅
僧 

正
受
老
人
の
「
一
大
事
と
申
す
は
、
今
日
只
今
の
心

也
。そ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
翌
日
あ
る
こ
と
な
し
」

の
言
葉
で
す
。
翌
日
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の

に
、
明
日
あ
る
と
思
う
か
ら
今
日
を
疎
か
に
す
る
。

ど
ん
な
に
苦
し
い
事
で
も
、
一
日
の
事
だ
と
思
え
ば

耐
え
ら
れ
る
し
、
楽
し
い
事
で
も
一
日
の
事
だ
と
思

え
ば
そ
れ
に
溺
れ
る
事
も
な
い
。
人
生
で
一
番
大
切

な
事
は
、
時
は
命
、
今
日
一
日
を
粗
末
に
せ
ず
、
今

を
精
一
杯
生
き
き
る
事
だ
と
の
お
示
し
で
す
。
「
日

日
是
好
日
」
に
通
じ
ま
す
。 

西
村
師
は
ま
さ
に
正
受
老
人
の
言
葉
を
体
現
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。今
日
一
日
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
心
で
。
良
い
事
も
苦
し
い

事
も
あ
る
が
明
る
い
心
で
。
自
分
の
目
指
す
道
は
遥

か
彼
方
で
あ
る
が
そ
れ
に
向
け
て
今
日
一
歩
前
進
し

よ
う
。
そ
し
て
比
べ
な
い
生
き
方
を
す
れ
ば
何
が
あ

っ
て
も
大
丈
夫
。
そ
し
て
今
日
一
日
笑
顔
で
過
ご
そ

う
。
そ
れ
が
幸
せ
へ
の
道
だ
と
説
い
て
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
を
生
き
る
と
は
、
今
日
こ
う

し
て
出
会
え
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
雨
降
る
も
風
吹
く

も
よ
し
、
昨
日
も
今
日
も
明
日
も
よ
し
、
如
何
な
る

状
況
で
も
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
、
あ
り
の
ま
ま
に
受

け
入
れ
て
生
き
る
事
だ
と
も
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

不
治
の
病
に
冒
さ
れ
な
が
ら
も
、
末
期
の
瞬
間
ま
で

「
今
、
こ
こ
」
に
徹
す
る
生
き
方
を
さ
れ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。 

八
二
歳
を
迎
え
る
今
年
、
老
い
や
度
重
な
る
病
に

よ
っ
て
肉
体
の
自
由
は
奪
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

西
村
師
の
生
き
様
に
学
び
、
精
神
・
心
の
自
由
ま
で

奪
わ
れ
る
こ
と
な
き
よ
う
勉
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
朝
目
を
覚
ま
し
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事

に
感
謝
し
、
与
え
ら
れ
た
今
の
状
況
を
素
直
に
受
け

止
め
、
比
べ
る
こ
と
を
や
め
る
事
。
そ
し
て
好
奇
心

を
失
う
こ
と
な
く
、
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
け
て

一
歩
で
も
前
進
し
、
「
今
・
こ
こ
」
二
度
と
戻
ら
ぬ

一
日
を
丁
寧
に
、
人
に
は
や
さ
し
く
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
老
い
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
、
夜
は
安
心

し
て
眠
り
に
つ
く
事
が
出
来
る
日
々
の
積
み
重
ね
が

出
来
れ
ば
と
。言
う
は
易
く
、行
う
は
難
し
で
す
が
、

只
ひ
た
す
ら
に
。 

 

想想

うう

ここ

とと

や
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

か
た 



④ 
 

第
七
一
則 

翠す
い

巌げ
ん

眉び

毛も
う 

 

〔
示 

衆
〕 

衆
に
示
し
て
云
く
、
血
を
含
ん
で
人
に
噴
き
つ
け
、

自
か
ら
其
の
口
を
汚
す
。
杯
を
貪
っ
て
一
世
人
の
債

を
償
う
。
紙
を
売
る
こ
と
三
年
も
や
り
、
鬼
錢
す
ら

欠
く
。
万
松
は
諸
人
の
為
に
請
益
す
。
還
い
擔
干
計

処
有
り
や
？ 

 

〔
本 

則
〕 

 

挙
ぐ
、
翠
巌
が
夏
末
ま
で
衆
に
示
し
て
云
く
、〔
猶

お
少
な
き
を
嫌
う
こ
と
在
り
〕「
一
夏
以
來
、
兄
弟
の

為
に
說
話
せ
り
。〔
自
ら
家
醜
を
揚
た
〕
看
よ
！
翠
巌

が
眉
毛
は
在
り
や
？
」〔
口
に
磣
る
こ
と
は
害
わ
ぬ
〕

保
福
云
く
、「
賊
と
作
る
ご
と
き
人
は
心
は
虛
る
な

り
。」〔
也
た
是
れ
火
裏
の
人
な
り
〕
長
慶
云
く
、「
生

た
り
。」〔
雪
上
に
霜
を
加
う
〕
雲
門
云
く
、「
關
だ
。」

〔
街
を
攔
り
巷
を
截
ぬ
〕 

 

今
回
は
雪
峰
義
存
の
法
嗣
で
あ
る
翠
巌
令
參
と
い

う
方
が
中
心
の
機
縁
で
す
。
こ
の
方
は
生
没
年
こ
そ

未
詳
で
す
が
、
明
州
（
浙
江
省
）
の
翠
巌
山
の
道
場

で
化
道
を
張
り
ま
し
た
。
呉
越
の
王
銭
は
こ
れ
を
大

い
に
讃
仰
し
て
杭
州
の
龍
冊
寺
に
招
い
て
居
住
さ
せ 

紫
衣
と
大
師
号
を
下
賜
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
則
に

登
場
す
る
保
福
従
展
・
長
慶
慧
稜
・
雲
門
文
偃
の
三

者
は
い
ず
れ
も
兄
弟
弟
子
で
す
か
ら
、
こ
の
一
則
で

は
四
兄
弟
の
そ
ろ
い
踏
み
と
い
う
珍
し
い
機
縁
で
す

が
、や
は
り
明
州
天
童
山
の
宏
智
さ
ん
が
撰
ん
だ『
従

容
録
』
の
扱
い
か
ら
み
る
と
、
こ
の
令
參
和
尚
が
最

も
古
参
の
兄
貴
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で

は
、
右
の
〔
示
衆
〕
か
ら
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

血
を
人
に
噴
き
か
け
る
に
は
自
ら
の
口
を
汚
す 

の
が
先
決
。酒
豪
に
酒
を
勧
め
る
に
は
自
腹
覚
悟
、 

紙
銭
売
り
三
年
で
自
分
の
分
が
な
く
な
る
、私（
万 

松
）
の
示
衆
等
々
は
、
皆
計
算
が
合
う
と
思
う

か
な
。 

ほ
ぼ
こ
う
し
た
意
味
で
、
私
た
ち
の
参
禅
の
一
大

理
念
で
あ
り
ま
す
「
自
未
得
度
先 

度
他
」
は
一
体
成
立
す
る
か
な
、 

と
い
う
こ
と
と
類
似
し
て
い
ま
す 

ね
。
「
売
紙
三
年
…
…
」
は
、
唐 

臨
の
『
冥
報
記
』
に
あ
る
詩
。
で 

は
次
に
〔
本
則
〕
の
梗
概
で
す
。 

夏
安
居
末
に
翠
巌
が
大
衆
に 

「
私
は
皆
さ
ん
に
説
法
し
て
き 

た
が
、
間
違
い
を
云
っ
て
眉
が 

落
ち
た
か
ど
う
か
」
と
聞
い
た 

ら
、
保
福
は
「
佉
法
の
方
で
す
」 

と
讃
め
、
長
慶
は
「
眉
は
ち
ゃ
ん
と
生
え
て
い
ま

す
」
と
こ
れ
も
讃
め
た
が
、
雲
門
だ
け
は
「
難
問

だ
」
と
述
べ
た
。 

 

お
お
む
ね
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
雲
門

の
答
え
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
日
本
の
臨
済
禅
で
は

問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
難
問
で
す
ね
。 

 

レ
ベ
ル
も
国
情
も
違
い
ま
す
が
、
大
勢
の
門
下
生

を
先
生
が
一
同
に
教
示
す
る
と
い
う
と
、
私
達
は
す

ぐ
教
育
問
題
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
も
年
令
に
よ
り
け

り
で
す
が
、
私
な
ど
は
昔
の
昔
の
中
学
や
高
校
の
頃

を
す
ぐ
回
顧
す
る
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
頃
そ
の
時

の
成
績
と
進
路
や
立
身
出
世
な
ど
は
全
く
一
致
す
る

は
ず
も
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
家
や
学
校
に
ど
れ

だ
け
ど
ん
な
本
が
あ
る
か
、
家
庭
環
境
が
ど
う
で 
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令
和
六
年
の
梅
雨
入
り
は
、
平
年
と
比
べ
二
週
間

程
遅
く
始
ま
り
、
明
け
は
七
月
中
旬
、
感
覚
と
し
て

は
短
い
感
じ
で
し
た
。 

六
月
、
こ
の
時
期
は
、
や
は
り
紫
陽
花
で
す
。
六

地
蔵
堂
裏
に
は
額
紫
陽
花
、
雲
堂
の
横
は
額
紫
陽
花

や
白
花
、
青
花
が
見
事
に
列
を
な
し
て
い
ま
す
。
雲

堂
の
裏
手
は
青
一
色
で
、
海
の
波
の
よ
う
に
続
く
年

も
あ
り
ま
す
。
が
、
花
の
つ
き
方
は
、
剪
定
の
時
期

や
剪
り
方
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
残
念
な

が
ら
、
波
の
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
墓

の
周
囲
は
白
、
ピ
ン
ク
、
青
の
花
々
が
、
お
墓
を
守

る
よ
う
に
見
事
な
花
つ
き
で
し
た
。 

夏
椿
（
沙
羅
）
も
、
こ
の
時
期
に
純
白
な
花
を
つ 

         

   

け
ま
す
。
六
地
蔵
堂
裏
に
は
、
大
き
な
夏
椿
が
あ 

 

り
、
散
り
落
ち
て
、
地
面
を
白
く
敷
き
つ
め
る
の 

は
、
風
情
が
あ
っ
て
、
掃
除
を
し
な
い
、
手
を
加
え

な
い
事
に
感
謝
で
す
。
大
悲
殿
前
に
も
有
り
、
こ
ち

ら
は
枝
の
繁
り
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
輪
一

輪
確
か
で
す
。 

七
月
、
酷
暑
で
あ
っ
た
り
、
豪
雨
で
あ
っ
た
り
、

異
常
を
感
じ
る
事
の
多
い
月
で
し
た
。 

一
六
日
、
山
百
合
の
見
頃
に
な
り
ま
し
た
。
裏
山
か

ら
四
株
移
植
さ
れ
、
三
角
山
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
五
年
程
、
七
月
一
六
日
は
見
頃

と
な
り
、
私
の
中
で
は
山
百
合
記
念
日
で
す
。
や
ぶ

か
ん
ぞ
う
は
観
音
像
の
近
く
と
、
六
地
蔵
堂
裏
手 

    
 

     

に
、
大
き
な
橙
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。 

八
月
、
お
盆
近
く
に
な
り
、
大
悲
殿
前
に
白
花
の 

百
日
紅
が
、
目
線
の
高
さ
程
で
た
わ
わ
で
す
。
紅
花

の
百
日
紅
は
、
宝
蔵
の
手
前
の
左
右
に
一
本
ず
つ
、

高
い
位
置
で
あ
で
や
か
で
す
。
又
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
台
湾
百
合
が
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
咲
き
、
清
楚
な

感
じ
を
漂
わ
せ
ま
す
。
台
湾
百
合
は
驚
く
程
の
種
を

宿
し
、
風
に
吹
か
れ
て
飛
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
多
く
の

幸
運
を
得
た
種
が
、
翌
年
発
芽
し
、
一
輪
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
球
根
は
残
り
、
年
を
経
る
毎
に
一
本
に

咲
く
花
の
数
を
増
や
し
ま
す
。
幸
運
の
分
だ
け
開
花

す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

        
 

和
漢
朗
詠
集
下
巻
、
無
常
の
頃
に 

〝
年
々
歳
々
花
相
似 

歳
々
年
々
人
不
同
〟 

と
あ
り
ま
す
。
四
季
の
花
々
を
見
続
け
て
、
心
か
ら

感
じ
入
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 

 

 

 龍
泉
院
の
四
季
の
花 

（
三
） 

 
 

   

三
） 

 

雲堂横の紫陽花 

宝蔵付近の百日紅 

龍
泉
院
の
四
季
の
花 

（
三
） 

＊ 
＊ 

＊ 

大悲殿前の百日紅 

 

坂
牧 

郁
子 

三角山の山百合 



⑤ 
 

あ
っ
た
の
か
、
生
徒
と
先
生
の
相
性
も
あ
り
、
学
校

で
の
科
目
の
好
き
嫌
い
に
も
よ
る
か
ら
で
す
。 

 

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
、
家
に
あ
っ
た
沢
山
の
宗

教
書
な
ど
に
は
目
も
く
れ
ず
、『
天
文
と
宇
宙
』『
星

空
の
世
界
』
な
ん
て
い
う
本
を
耽
読
し
て
い
た
か
ら

か
、
そ
ん
な
事
を
六
〇
代
後
半
に
前
立
腺
肥
大
の
手

術
を
し
た
時
（
一
九
九
七
年
九
月
）
に
都
内
大
病
院

の
処
置
室
で
、
た
ま
た
ま
東
大
名
誉
教
授
で
前
東
京

天
文
台
長
（
三
鷹
）
の
北
村
正
俊
先
生
と
処
置
室
で

同
席
し
、
小
学
校
の
時
の
お
話
を
し
た
所
、
先
生
は

そ
れ
な
ら
ば
天
文
学
を
専
攻
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
も
う
大
分
手
遅
れ
で
し

た
。 

 

ま
た
高
校
に
入
っ
た
当
初
、
私
は
最
も
成
績
が
良

か
っ
た
の
は
数
学
で
し
た
。
テ
ス
ト
は
毎
回
一
〇
〇

点
、
一
度
だ
け
は
一
二
〇
点
を
貰
い
ま
し
た
。
で
も

最
も
大
切
な
三
年
の
時
の
物
理
・
化
学
が
大
嫌
い
。

言
語
障
害
の
あ
る
先
生
で
声
が
よ
く
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
代
わ
り
最
も
得
意
だ
っ
た
の

は
国
語
。
特
に
本
も
ろ
く
に
読
ま
な
か
っ
た
の
に
、

文
語
文
法
な
ど
は
す
ぐ
に
ピ
ン
と
分
か
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
辛
辣
な
宮
下
と
い
う
先
生
が
お
ら
れ
て
、

ど
ん
ど
ん
皆
に
当
て
ま
す
が
、誰
も
正
解
が
な
い
と
、

最
後
に
「
そ
れ
で
は
椎
名
」
で
「
落
ち
」
に
な
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
私
は
特
に
優
秀
な
大
学
に
入
っ

た
訳
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
唐
代
の
禅
門
で
は

間
違
い
を
犯
す
と
眉
が
ゴ
ッ
ソ
リ
と
落
ち
る
と
い
う

の
が
常
識
で
し
た
か
ら
、
現
代
よ
り
よ
ほ
ど
禅
修
行

は
難
関
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
冗
語
冗
談
の

最
後
に
宏
智
さ
ん
の
頌
古
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

 

〔
頌 

古
〕 

 

頌
に
云
く
、
賊
と
な
る
心
、〔
贜
物
、
已
に
露
わ
る
〕

人
に
過
ぎ
た
る
膽
、〔
傍
若
無
人
〕
歷
歷
縱
橫
と
機
感

に
対
す
。〔
白
拈
は
巧
偷
な
り
〕
保
福
・
雲
門
は
也
た

垂
鼻
脣
を
欺
き
、〔
探
頭
は
太
だ
過
い
〕
翠
巌
・
長
慶

は
也
た
脩
眉
眼
に
映
る
。〔
佯
っ
て
知
ら
ざ
る
を
打
ね

す
〕
杜
禪
和
、
何
の
限
り
か
有
ら
ん
。〔
天
童
の
杜
撰

は
万
松
と
何
似
か
〕
剛
い
て
道
う
、
意
句
一
齊
に
剗

る
と
。〔
隱
さ
ん
と
欲
さ
ば
彌
露
わ
る
〕
自
己
を
埋
沒

し
て
、
氣
を
飲
め
聲
を
吞
む
。〔
子
を
養
え
ど
父
に
及

ば
ざ
れ
ば
〕
先
宗
を
帶
累
し
て
、
牆
に
面
い
板
を
擔

う
。〔
家
門
は
一
世
に
衰
う
。〕 

 

い
や
、七
言
八
句
の
律
詩
は
む
つ
か
し
い
で
す
ね
。

詩
句
が
何
の
た
と
え
な
の
か
知
ら
な
い
と
。
さ
っ
ぱ

り
分
か
り
ま
せ
ん
。
白
拈
は
白
拈
賊
で
盗
賊
の
こ
と

で
、
こ
こ
で
は
令
參
の
こ
と
を
讃
嘆
し
た
語
で
す
。

令
參
が
謙
遜
し
て
罪
過
で
眉
毛
が
ゲ
ッ
ソ
リ
落
ち
た

か
と
言
っ
た
の
で
、
盗
人
や
盗
品
な
ど
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ

出
て
く
る
の
で
す
。「
面
牆
擔
板
」
は
『
尚
書
』
と
い

う
五
経
中
の
一
つ
。
中
国
始
ま
っ
て
以
来
の
帝
王
の

言
行
録
で
、「
人
は
学
問
を
し
な
け
れ
ば
牆
垣
に
向
っ

て
見
て
い
る
」
よ
う
な
も
の
、
つ
ま
り
何
も
見
え
な

い
こ
と
の
む
つ
か
し
い
表
現
。
ど
う
せ
何
も
見
え
な

い
な
ら
ば
、
面
壁
の
坐
の
方
が
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。 
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挿
絵
の
は
な
し 

椎
名
老
師
に
よ
る
『
明
珠
』
へ
の
「
従
容
録

に
学
ぶ
」
掲
載
で
す
が
、
第
五
号
（
昭
62
）
か

ら
今
に
至
る
ま
で
、
右
頁
に
も
あ
る
味
わ
い

深
い
挿
絵
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
絵
の
作
者
は
、
大
塚
洞
外
と
い
う
曹 

洞
宗
の
禅
僧
で
す
。
長
ら
く
修
行
を
積
ん
だ

後
、
大
衆
へ
の
禅
の
普
及
を
発
願
し
、
『
従
容

録
百
画
餅
』
と
題
し
た
書
を
著
し
ま
し
た
。 

こ
の
書
は
、
一
則
ご
と
に
「
解
説
文
」
と

「
絵
」
が
見
開
き
頁
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
分

か
り
や
す
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵

は
シ
ン
プ
ル
な
墨
絵
で
、
実
に
人
間
ら
し
さ

が
イ
キ
イ
キ
と
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

大
正
末
期
の
発
行
で
す
が
、
宗
門
の
貫
主

や
他
高
僧
に
よ
る
揮
毫
の
書
が
多
数
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
仏
教
界
挙
げ
て
高
い
評
価
を
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
誠
に
貴
重
な
絵
で
す
。 
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私
は
現
在
、
流
山
市
東
深
井
に
あ
る
某
老
人

ホ
ー
ム
で
起
居
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
施
設

で
健
康
管
理
は
親
切
で
す
か
ら
、
大
勢
の
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔

よ
り
身
心
共
に
衰
え
ま
し
た
し
、
気
ま
ま
に
生

き
ら
れ
た
龍
泉
院
と
は
全
く
違
う
環
境
の
中
で

身
体
が
自
由
に
動
か
せ
な
い
と
い
う
不
如
意
は 

あ
り
ま
す
が
、
逆
に
文
筆
的
な
自
由
が
格
段
に

多
い
の
は
有
難
い
事
で
す
。 

例
え
ば
、
出
来
ず
に
い
た
住
所
録
（
も
う
死

亡
者
録
？
）
の
整
理
や
、
大
学
院
以
後
、
多
く

の
識
者
か
ら
直
接
受
け
た
講
義
録
（
勝
手
に

『
龍
鳳
聴
聞
録
』
と
名
付
け
た
ノ
ー
ト
一
冊
）

の
読
み
返
し
（
今
は
一
九
五
七
年
～
一
九
八
六

年
の
三
〇
年
間
の
も
の
）
を
懐
か
し
く
拝
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
九
四
四
年
一
〇
月
二
日
、
第

一
七
回
全
日
仏
が
成
田
山
新
勝
寺
の
信
徒
会
館 

 
 

で
行
わ
れ
た
梅
原
猛
氏
の
講
演
で
は
、「
近
代 

 

 
 

 

文
明
が
憎
し
み
と
闘
争
が
根
本
に
あ
る
以
上
は 

平
安
に
は
な
れ
な
い
。
和
平
を
基
盤
と
し
念
仏 

や
坐
禅
を
も
つ
仏
教
こ
そ
、
現
代
の
行
き
詰
り 

をを
打打
開開
でで
きき
るる
」」
とと
強強
調調
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。
まま
っっ  

た
く
現
代
の
世
相
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
ね
。 

 fusyou 

昨
年
暮
れ
に
は
京
都
の
書
肆
か
ら
、
私

の
専 

門
研
究
の
全
集
と
も
い
う
べ
き
Ａ
５
版
三
巻 

四
千
頁
の
巨
冊
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

別
に
『
沼
南
の
宗
教
文
化
誌
』
第
三
巻
も
二
月
は
出

し
、
こ
れ
は
皆
様
方
に
差
し
上
げ
る
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昨
年
末
か
ら
本
年
始
め
に
か
け
て
は
、
大
変

な
修
行
の
連
続
で
し
た
。 

 

昨
臘
は
冬
至
の
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
懸

り
、
施
設
の
担
当
医
師
か
ら
一
〇
日
間
の
軟
禁

状
態
が
要
請
さ
れ
、
部
屋
か
ら
一
歩
の
出
入
り

も
許
さ
れ
ず
、
氷
枕
で
の
養
生
。
専
ら
微
熱
と

疲
倦
状
態
に
対
処
す
る
為
、
食
事
は
廊
下
の
内

外
に
分
け
ら
れ
、
風
呂
は
ダ
メ
、
別
棟
か
ら
の

家
内
も
入
れ
ず
、
新
聞
も
見
ら
れ
ず
、
元
々
テ

レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
の
で
世
間
の
動
向
は
全

く
無
知
。
オ
セ
チ
も
一
切
れ
も
口
に
し
な
い
初

体
験
の
元
日
で
し
た
。 

で
も
有
難
い
で
す
ね
。
数
年
前
に
納
筆
し
た

賀
状
は
む
し
ろ
多
く
拝
領
し
、
高
額
の
お
見
舞

金
、
高
価
な
物
品
の
送
付
に
接
す
る
な
ど
、
そ

れ
も
九
州
・
北
陸
・
東
北
な
ど
の
遠
方
か
ら
が

多
く
、
私
は
一
体
何
と
い
う
果
報
者
か
と
深
く 

顧
み
、
有
縁
の
方
々
に
は
合
掌
し
感
謝
感
激
で

あ
り
ま
す
。 

感
染
の
消
え
た
昨
今
も
、
ま
だ
そ
の
有
難
き

傾
向
は
続
き
、
最
近
虫
損
し
た
虫
歯
で
一
週
間

の
極
刻
食
の
食
事
も
完
全
に
復
旧
し
、
一
月
二

五
日
の
天
神
様
の
日
に
は
、
あ
の
東
京
巣
鴨
こ 

 

と
高
岩
寺 

来
馬
先
生
の 

肝
煎
り
で
、 

日
本
一
早
咲 

き
の
〝
啓
翁 

桜
〟
一
束
が 

私
宛
に
届
け 

ら
れ
ま
し
た
。
間
も
な
く
開
花
し
て
こ
の
ホ
ー

ム
内
の
患
者
・
従
業
員
・
来
客
の
皆
様
方
を
和

ま
せ
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。 

私
も
こ
の
ホ
ー
ム
に
来
て
一
年
半
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
す
で
に
地
方
史
の
本
三
冊
と
専
門
書

三
冊
（
一
冊
は
あ
と
一
、
二
カ
月
で
完
成
）
を

刊
行
し
、
今
は
下
記
記
載
の
『
従
容
録
に
学

ぶ
』
の
出
版
に
全
力
投
球
を
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
、
何
と
い
っ
て
も
健
康
が
資
本
で
す
、

重
ね
て
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ

て
、
共
に
よ
き
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  
  

～ 『従容録に学ぶ』単行本出版決まる！～ 

龍
泉
院
参
禅
会
会
報
『
明
珠
』
の
第

二
号
（
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
発
行
）
か

ら
、
永
ら
く
掲
載
し
て
き
ま
し
た
『
従

容
録
に
学
ぶ
』
の
記
事
が
、
こ
の
度
、

京
都
の
仏
教
書
店
で
は
最
大
の
法
蔵
館

か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

尤
も
こ
れ
は
全
百
則
の
う
ち
、
椎
名 

が
元
気
な
間
に
掲
載
し
た
の
は
七
〇
則 

で
あ
り
、
三
〇
則
は
未
掲
載
で
し
た
。 

こ
の
た
び
、
そ
の
未
掲
載
部
分
を
補 

い
、
全
体
を
再
点
検
し
て
順
序
や
記
述 

を
改
訂
し
、
こ
れ
に
新
た
に
解
説
や
索 

引
な
ど
も
付
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

全
体
的
に
は
、
椎
名
の
永
い
仏
教
者 

と
し
て
の
生
き
ざ
ま
と
、
こ
れ
も
永
い

研
究
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
一
般
者

か
ら
学
究
者
ま
で
の
利
用
に
耐
え
ら
れ

る
読
み
物
に
と
企
図
し
て
い
ま
す
。 

ま
だ
原
稿
が
漸
く
仕
上
が
り
、
今
後

様
々
な
肉
付
け
が
必
要
で
す
が
、
有
志

の
方
々
の
ご
助
力
に
よ
っ
て
、
何
と
か

仕
上
げ
て
ゆ
く
予
定
で
す
。 

 
贈られた〝啓翁桜〟（山形） 

   

く
る  

ま 

東
堂 

ご
く
き
ざ
み 

 

けい おう 

 

け
い   

お
う 

 

 

す  

が
も 

ち
ゅ
う
そ
ん 
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     「
自
灯
明
」 

流
山
市 

市
川 
洋
介 

「
自
灯
明
」
は
、
私
が
『
涅
槃
経
』
を
読
ん
だ
時

に
目
に
し
た
言
葉
で
す
。
よ
く
「
法
灯
明
」
と
合
わ

せ
て
説
か
れ
ま
す
。 

 
 
 
 

最
初
は
こ
れ
に
対
し
て
「
自
分
を
信
じ
ろ
」
な
ど

の
通
俗
的
な
解
釈
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
調
べ

て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
と
か
な
り
違
っ
て
お
り
興
味
を

惹
か
れ
ま
し
た
。
経
典
の
続
き
に
は
四
念
処
が
説
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
言
葉
は
、
身
心

や
感
受
、
も
の
ご
と
に
対
し
て
常
に
自
覚
的
に
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。
分
か
り
や
す
く
言
え

ば
「
自
分
を
し
っ
か
り
見
据
え
ろ
」
と
い
っ
た
感
じ

で
し
ょ
う
か
。 

私
は
一
つ
の
事
柄
に
夢
中
に
な
る
と
他
が
見
え
な

く
な
り
が
ち
な
の
で
こ
れ
を
知
っ
て
か
ら
は
考
え
事

に
没
頭
し
て
い
る
時
な
ど
に
は
別
の
感
覚
を
意
識
し 

      

 

て
み
る
な
ど
の
実
践
を
し
て
い
ま
す
。
明
ら
か
な
変

化
は
感
じ
ま
せ
ん
が
、
や
っ
て
い
る
時
は
確
か
に
僅

か
な
安
堵
感
が
あ
り
ま
す
。 

感
情
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
怒
っ

て
い
る
時
に
実
は
少
し
相
手
に
慢
を
抱
い
て
喜
悦
し

て
い
た
り
、
喜
ん
だ
と
思
っ
た
ら
そ
れ
を
失
う
こ
と

に
不
安
を
覚
え
た
り
な
ど
。
確
か
に
「
本
心
」
と
い

う
言
葉
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
周
辺
の
思
い
に
つ
い

て
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、
新
た
な
発
見
が

あ
り
ま
す
。 

た
だ
、
そ
れ
が
禅
の
実
践
と
も
即
す
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。禅
師
に
よ
っ
て
は
も
し
か
し
た
ら
、

心
に
調
伏
を
加
え
る
の
は
見
当
違
い
だ
と
一
蹴
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
こ
う
い

っ
た
、
心(

認
識)

が
明
晰
で
あ
る
方
が
よ
い
と
い
う

考
え
方
は
個
人
的
に
は
新
鮮
に
映
り
ま
し
た
。
今
後

は
こ
の
こ
と
を
更
に
点
検
し
て
、
自
灯
明
の
内
実
を

見
極
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

「
心
不
可
得
」 

柏
市 

岡
本 

匡
房 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
体
は
治
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、 

『
治
ら
な
い
と
い
う
心
』が
、そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
」。

こ
れ
は
禅
の
高
僧
の
言
葉
で
は
な
い
。
町
の
接
骨
医

の
言
葉
で
あ
る
。 

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
病
気
が
ち
だ
っ
た
。
最
近
、

足
の
打
撲
で
運
動
が
で
き
ず
、
糖
尿
病
が
悪
化
。「
も

う
治
ら
な
い
か
も
」
と
い
う
弱
気
の
心
が
そ
れ
を
増

幅
し
て
い
る
気
が
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
弱
い
心
は
小
さ
い
時
か
ら
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
父
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
「
心
不
可
得
」
だ
っ

た
。「
過
去
、
現
在
、
未
来
に
渡
っ
て
心
は
存
在
し
な

い
」
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
の
よ
う
だ
が
こ
ん
な

話
も
あ
る
。
禅
の
高
僧
が
迷
う
弟
子
に
「
迷
う
心
を

取
り
出
せ
。
治
し
て
や
る
」
と
い
っ
た
。
だ
が
、
存

在
し
な
い
心
を
取
り
出
せ
る
わ
け
が
な
い
。
弟
子
は

そ
れ
で
悟
っ
た
と
い
う
。
父
は
こ
の
故
事
に
倣
い
、

子
供
の
弱
気
を
な
く
そ
う
と
し
た
が
、
小
生
に
は
難

し
か
っ
た
。 

そ
こ
で
、仕
事
が
一
段
落
し
た
五
〇
代
に
な
っ
て
、

治
そ
う
と
「
坐
禅
」
を
始
め
た
。
い
わ
ば
典
型
的
「
た

め
坐
禅
」
だ
っ
た
。
が
、
い
ざ
、
病
気
に
な
る
と
、

「
弱
気
の
心
」
は
な
く
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
効
果
は 

 

《
特
別
企
画
》

 

私私
がが
最最
もも
感感
銘銘
をを
受受
けけ
たた
言言
葉葉  

 

 
長
い
人
生
の
歩
み
の
中
で 

最
も
心
の
奥
底
に
ズ
シ
ン 

と
響
い
た
一
言
を
問
う
て 

み
た
。
果
た
し
て
如
何
に
。 
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雲
一
つ
な
い
晴
天
の
一
月
二
八
日
、
龍
泉
院
様
の

年
初
の
大
行
事
「
初
不
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

明
石
導
師
の
も
と
、
一
五
名
の
参
加
者
（
檀
家
様

一
二
名
、
参
禅
会
会
員
三
名
）
に
て
実
施
。 

明
石
方
丈
様
に
よ
る
大
迫
力
の
祈
祷
太
鼓
か
ら
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
り
ま
す
。 

「
般
若
心 

経
、
そ
の
他 

経
文
」
を
唱 

え
な
が
ら
大 

音
響
が
堂
内 

一
杯
に
響
き 

渡
り
ま
す
。 

ク
ラ
イ
マ
ッ 

ク
ス
は
明
石 

方
丈
様
が
、 

裂
帛
の
気
合 

と
共
に
短
刀 

を
振
り
、
降 

魔
退
散
を
行
い
、
様
々
な
災
い
に
遇
わ
な
い
祈
祷
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

祈
祷
後
、
明
石
方
丈
様
よ
り
「
私
ら
し
く
な
い
行

い
を
し
て
い
な
い
か
常
に
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」
と
の
お
諭
し
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

全
て
終
了
後
、「
福
引
」「
記
念
品
授
与
」
が
行
わ

れ
、
無
事
円
成
と
な
り
ま
し
た
。（
報
告
：
杉
浦
） 

      

め
っ
き
り
春
め
い
て
き
た
穏
や
か
な
二
月
一
五
日
、

明
石
導
師
の
も
と
参
禅
会
会
員
一
二
名
に
て
「
涅
槃

会
」
が
粛
々
と
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

堂
内
に
飾
ら
れ
た
大
き
な
「
釈
迦
涅
槃
図
」
が
、

そ
の
日
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

 
 

明
石
方
丈
様
の
「
拈
香
法
語
」
の
お
唱
え
に
続 

き
、
「
般
若
心
経
」
「
舎
利
礼
文
」
の
諷
誦
、
「
回
向

文
」
の
読
み
上
げ
の
順
で
進
み
法
要
を
終
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
明
石
方
丈
様
の
「
法
話
＝
不
安
と
ど
う

向
き
合
う
か
＝
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

日
常
、
困
難
な
こ
と
が
起
き
た
と
き
ど
う
対
処
す 

る
か
、
逃
げ
る
か
、
挑
戦
す
る
か
。
失
敗
し
て
も
挑 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
す
る
方
が 

得
る
も
の
が 

大
き
い
。
修 

行
の
中
に
悟 

り
あ
り
、
迷 

い
あ
り
。
自 

分
の
方
か
ら 

悟
り
に
近
づ 

く
の
は
迷
い 

い
で
あ
り
、 

大
い
に
迷
っ 

て
も
悟
り
の 

方
か
ら
近
づ 

い
て
く
る
こ 

と
も
あ
る
。 

果
敢
に
努
力 

す
る
こ
と
が 

肝
心
で
あ
る 

と
お
諭
し
い 

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
る
法
話
で
あ

り
、
た
だ
た
だ
有
難
く
思
い
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
も
、
小
畑
節
朗
さ
ん
か
ら
の
添
菜
（
和
菓

子
）
を
有
難
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、「
釈
迦
涅
槃
図
」
の
収
納
と
坐
禅
堂
回

り
の
清
掃
を
し
て
円
成
と
な
り
ま
し
た
。（
杉
浦
） 

 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

 

[

「
初
不
動
」
挙
行
す 

 「
涅
槃
会
」
円
成
す  

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

[

堂
内
に
迫
力
満
ち
る

報
恩
感
謝
で
粛
々
と

柏
駅
に
て
粛
々
と
行
ず

12月１月２月

 

され 

12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

 

[

「
初
不
動
」
挙
行
す 

 「
涅
槃
会
」
円
成
す  

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

[

堂
内
に
迫
力
満
ち
る

報
恩
感
謝
で
粛
々
と

柏
駅
に
て
粛
々
と
行
ず

12月１月２月

明石方丈様の祈祷太鼓 

方明石丈 

 
れ
っ 

ぱ
く 

 

明石方丈様の法話を拝聴する 



⑩ 
 

た
。 引

き
続
い
て
明
石
方
丈
様
の
有
難
い
法
話
を
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。
ご
法
話
は
『
正
法
眼
蔵
』「
菩
提
薩

埵
四
摂
法
」
に
説
か
れ
て
い
る
「
利
行
一
法
な
り
」
に

つ
い
て
で
し
た
。 

利
行
（
人
を
利
す
る
お
こ
な
い
、
利
他
行
）
と
は
、 

 

自
分
の
得
も
他
の
得
も
一
つ
な
の
で
あ
る
。
真
の 

利
行
は
、
自
分
も
他
も
普
く
利
益
す
る
と
い
う
こ 

と
で
す
。 

利
行
は
人
間
の
社
会
ば
か
り
で
な
く
植
物
の
社 

会
で
も
見
え
ま
す
。
植
物
間
で
競
争
す
る
よ
り
も
、 

助
け
合
っ
て
行
く
方
が
生
き
延
び
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

「
菩
提
薩
埵
四
摂
法
」
に
は
同
事
に
つ
い
て
も
説 

か
れ
て
い
ま
す
。
同
事
と
い
う
は
不
違
な
り
、
自 

に
も
不
違
な
り
、
侘
に
も
不
違
な
り
と
あ
り
ま
す
。 

自
他
共
に
相
違
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
司
馬

遼
太
郎
さ
ん
が
小
学
校
の
教
科
書
の
た
め
に
書
き

下
ろ
し
た
『
二
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
』
に 

も
、
同
事
に
似
た
よ
う
な
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い 

ま
す
。 

こ
の
後
、
本
堂
の
片
付
け
を
行
い
、
小
畑
前
代
表 

か
ら
の
添
菜
と
龍
泉
院
様
か
ら
の
来
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
い
た
だ
い
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
報
告
：
五
十
嵐
嗣
郎
） 

     

去
る
一
二
月
一
五
日
（
日
）
、
今
年
も
恒
例
の
歳

末
助
け
合
い
募
金
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
ま
こ
と
に
穏
や
か
な
絶
好
の
托
鉢
日
和

の
快
晴
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
〇
時
三
〇
分
に
長
全
寺
様
へ
集
合
。 

参
加
者
は
明
石
方
丈
様
の
他
、
杉
浦
氏
、
五
十
嵐

氏
、
河
本
氏
、
齋
藤
氏
、
吉
澤
の
計
六
名
で
し
た
。 

長
全
寺
様
本
堂
前
に
て
般
若
心
経
を
お
唱
え
し
た

後
、
同
寺
山
門
か
ら
二
列
縦
隊
に
て
柏
駅
東
口
コ
ン

コ
ー
ス
上
へ
と
移
動
い
た
し
ま
し
た
。
午
後
一
時
頃

よ
り
、
所
定
場
所
に
て
活
動
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
今
年
は
少
人
数
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
明
石
住
職
の
傍
で
募
金
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
、
少
し
で
も
募
金
を
集
め
て
世
の
中

に
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
と
思
い
、
駅
前
を
行
き
交

う
方
々
へ
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
し
た
。 

た
だ
、
こ
の
活
動
も
本
来
は
修
行
の
一
環
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
静
か
に
立
ち
続
け
る
こ
と
と 

 
 

           

い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
も
河
本
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
達
、
参
禅
会
員
の

坂
巻
郁
子
さ
ん
も
喜
捨
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

当
初
は
穏
や
か
だ
っ
た
気
候
も
、
日
が
傾
く
に
つ

れ
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。
午
後
三
時
に
活
動
を
終

了
。
長
全
寺
様
へ
戻
り
ま
し
た
。
長
全
寺
様
の
休
憩

所
で
茶
菓
の
御
接
待
に
与
り
ま
し
た
。
温
か
い
お
茶

は
冷
え
た
体
に
染
み
わ
た
る
格
別
な
一
杯
で
し
た
。 

こ
う
し
て
、
無
事
今
年
の
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

募
金
額
は
二
九
、
六
四
六
円
で
、
朝
日
新
聞
厚
生

文
化
事
業
団
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。 

（
報
告
：
吉
澤
誠
） 

 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

 

[

「
初
不
動
」
挙
行
す 

 「
涅
槃
会
」
円
成
す  

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

[

堂
内
に
迫
力
満
ち
る

報
恩
感
謝
で
粛
々
と

柏
駅
に
て
粛
々
と
行
ず

12月１月２月

 

托鉢中の明石方丈様（右）と五十嵐さん 

 

⑦ 
 

な
か
っ
た
。  

テ
レ
ビ
で
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
を
み
た
。
先
生
が
「『
将

来
の
夢
』
を
考
え
ろ
」
と
の
問
題
を
出
す
。
カ
ツ
オ

君
が
父
の
波
平
さ
ん
に
「
お
父
さ
ん
の
夢
は
」
と
聞

く
。「
も
う
夢
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
高
齢
の
波
平

は
答
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
く
の
夫
婦
が
仲

良
く
歩
い
て
い
る
の
を
見
て
「
い
ま
の
平
和
で
平
凡

な
家
庭
こ
そ
夢
」
と
悟
る
。
い
わ
ば
、「
心
」
が
落
ち

着
い
て
い
る
生
活
こ
そ
「
心
不
可
得
」
な
ら
ぬ
「
心

可
得
」と
い
う
わ
け
。ま
さ
に
正
反
対
の
解
釈
だ
が
、

こ
ち
ら
の
方
が
な
に
か
「
心
」
が
安
心
す
る
。 

「
今
、
こ
こ
、
自
分
」
と
い
う
禅
語
も
あ
る
。「
先

の
こ
と
は
考
え
ず
、
現
在
に
全
力
を
尽
く
せ
」
と
い

う
言
葉
だ
。
ま
さ
に
、
波
平
さ
ん
と
同
じ
。
こ
れ
が

病
気
を
治
す
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
。 

 「
君
た
ち
は
星
の
か
け
ら
だ
よ
」 

柏
市 

杉
浦 

上
太
郎 

 

こ
の
言
葉
は
『
宇
宙
の
風
に
聴
く
』
と
い
う
本
の

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
。
著
者
は
宇
宙
物
理
学
者
の
佐

治
晴
夫
先
生
で
す
。 

こ
の
本
は
四
〇
年
ほ
ど
前
に
、
知
人
か
ら
頂
い
た 

も
の
。
こ
の
本
を
手
に
取
り
、「
君
た
ち
は
星
の
か
け 

ら
だ
よ
」
の
一
句
に
接
し
た
と
き
、
そ
の
瞬
時
に 

 
 
 
 
 

〝
そ
う
か
、 

や
は
り
そ 

う
か
〟
と 

大
得
心
を 

 
 

得
、
そ
れ 

依
頼
、
私 

の
心
の
真 

ん
中
に
ど
っ
か
と
坐
り
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
本
は
、
我
々
の
ル
ー
ツ
の
起
源
は
一
五
〇
億 

年
前
の
ビ
ッ
ク
バ
ー
ン
に
よ
っ
て
宇
宙
に
散
ら
ば
っ 

た
星
の
カ
ケ
ラ
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
。
宇
宙
全
体 

の
質
量
全
体
は
不
変
で
あ
っ
て
、
常
に
何
か
に
変
化 

し
続
け
、
生
れ
て
は
滅
し
、
滅
し
て
は
生
じ
る
。
故 

に
人
間
は
死
ん
で
も
な
く
な
ら
な
い
、
元
素
と
し
て 

地
球
や
宇
宙
に
ば
ら
ま
か
れ
、
や
が
て
何
か
に
変
化 

し
存
在
し
続
け
る
と
い
う
。
圧
巻
は
、
宇
宙
に
は
意 

志
が
あ
っ
て
、
自
身
の
存
在
を
客
観
的
に
見
て
ほ
し 

く
て
、「
人
間
」
と
い
う
存
在
を
生
み
出
し
た
と
説
い 

て
い
る
こ
と
で
す
。 

そ
の
数
年
前
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
中
盤
に

あ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
の
固
ま
り
人
間
で
し
た
。
そ
ん

な
折
に
、
永
平
寺
の
一
泊
坐
禅
体
験
を
経
、
そ
の
直

後
、
椎
名
老
師
と
出
会
い
入
門
を
願
い
出
ま
し
た
。 

自
然
と
一
体
化
し
て
い
る
仏
教
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

さ
に
感
じ
入
っ
て
い
た
頃
、
こ
の
本
と
出
会
い
、
衝

撃
的
な
大
得
心
を
得
た
の
で
す
。
や
が
て
我
が
家
の

近
く
に
東
京
大
学
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
、
宇
宙
線
研

究
所
（
小
柴
・
梶
田
教
授
輩
出
）
が
で
き
、
更
に
宇

宙
と
の
縁
の
深
ま
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

宇
宙
規
模
で
思
考
す
る
と
人
間
の
悩
み
な
ど
、
と

る
に
足
ら
な
い
如
何
に
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
か
。
生
涯 

の
「
安
心
」
を
得
た
言
葉
の
ご
披
露
ま
で
に
て
。 

 

 

「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」 

柏
市 

松 

井 
 

隆 

こ
の
言
葉
は
、
私
の
人
生
の
礎
と
し
て
き
た
言
葉

で
す
。
ま
た
日
本
人
の
思
想
の
根
底
を
な
す
立
派
な

言
葉
だ
と
も
思
い
ま
す
。 

「
以
和
為
貴
」
は
、
聖
徳
太
子
が
制
定
し
た
一
七

条
憲
法
第
一
条
に
記
さ
れ
た
言
葉
で
、
元
は
と
言
え

ば
、
論
語
で
の
孔
子
と
弟
子
と
の
や
り
取
り
の
中
の

言
葉
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
当
時
の
中
国
や
日
本

で
は
人
々
が
協
調
し
て
生
業
が
上
手
く
進
む
と
し
た

文
化
が
育
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
お
釈
迦
様
の
教
え
に
お
い
て
も
左
右
対
立

で
は
な
く
、
中
道
を
歩
む
よ
う
に
お
示
し
に
な
っ
て 

仏
教
の
根
底
が
成
り
立
っ
て
い
る
様
で
す
。 

さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
国
の
内
外
共
に
不
安
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
近
東
の
戦
争
も 

あ
ん
じ
ん 

 

心
心 

 
 



⑧ 
 

し
か
り
、
ア
メ
リ
カ
新
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
の
考
え 

は
、
論
語
の
言
葉
と
は
ま
っ
た
く
逆
で
す
。
全
て
が

ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ス
ト
で
、
ア
メ
リ
カ
が
良
く
な
れ
ば

他
は
ど
う
で
も
良
い
と
い
う
身
勝
手
な
考
え
で
、
貿

易
の
関
税
を
盾
に
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
る
様
々
な

混
乱
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
で
も
闇
バ
イ
ト
と
称
す
る
憂
慮
す
べ

き
凶
悪
な
犯
罪
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状

況
は
世
界
や
日
本
で
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
不

安
が
つ
き
ま
せ
ん
。 

私
が
会
社
勤
め
の
頃
は
、
会
社
を
伸
ば
す
目
標
を

達
成
す
る
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
団
結
を
重
ん
じ

て
、
良
い
仕
事
の
結
果
順
調
に
伸
び
、
社
員
の
生
活

も
豊
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
は
度
重
な
る
地
震
や
台
風
等
に
見
回

れ
、
能
登
の
災
害
等
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

お
手
伝
い
に
駆
け
付
け
、
被
災
者
に
感
謝
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
正
し
く
「
和
を
以
て
貴
し
と
な

す
」
と
の
考
え
が
人
々
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
よ
う

に
強
く
感
じ
ま
す
。 

年
齢
が
嵩
ん
で
き
た
せ
い
か
、
争
い
ご
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
ず
る
昨
今
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
中
近
東
の
戦
争
が
早
く
終
わ
っ
て
平
和
に
な

り
、
人
間
が
尊
厳
さ
れ
る
時
代
の
到
来
を
祈
っ
て
、

私
の
選
ん
だ
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

合
掌 

「
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
」 

我
孫
子
市 

 

小
畑 

二
郎 

こ
の
言
葉
が
私
の
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
五
〇
年

も
前
に
、
宇
野
弘
蔵
先
生
の
経
済
学
に
関
す
る
エ
ッ

セ
イ
を
読
ん
だ
時
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
そ
の
中
で
、
外
国
人
や
日
本
人
の
権
威
あ

る
学
説
を
金
科
玉
条
と
し
て
、
そ
れ
に
追
従
し
て
、

先
生
の
学
説
を
否
定
す
る
学
者
た
ち
に
向
け
て
、
こ

の
言
葉
を
振
り
向
け
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
分

は
、
ま
だ
浅
学
の
身
で
あ
る
が
、
真
理
の
探
求
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
自
分
で
考
え
る
力
を
持

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
の
考
え
を
表
明
す
る
機

会
を
持
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し

て
自
分
を
批
判
す
る
人
た
ち
は
、
自
分
の
考
え
を
持

た
ず
に
、
単
に
権
威
あ
る
人
の
意
見
に
従
っ
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
の
か
。
私
に
も
、
五
分
の
魂
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

た
ぶ
ん
宇
野
先
生
は
、
そ
の
よ
う
に
言
い
た
か
っ
た

に
違
い
な
い
。 

私
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
言
葉
に
表
わ
さ
れ
て
い
る

考
え
方
を
自
分
の
学
問
研
究
の
指
針
と
し
て
き
ま
し

た
。
通
説
や
権
威
あ
る
説
に
追
随
し
て
、
自
分
の
考

え
を
曲
げ
た
り
、
や
た
ら
人
の
意
見
を
引
用
し
て
、

自
分
の
考
え
を
飾
り
立
て
た
り
し
な
い
で
、
自
分
の

頭
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
、
こ
の
よ
う

に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。 

参
禅
会
で
修
行
し
、
ま
た
学
ん
で
き
た
今
と
な
っ

て
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
五
分
の
魂
」
と
は
、

「
仏
性
」
と
い
う
言
葉
に
言
い
換
え
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
、思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
虫
け
ら

で
あ
っ
て
も
「
五
分
の
魂
」
は
あ
る
し
、
そ
の
魂
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
卑
し
い
と

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
も
、
仏
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
可
能
性
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
修
行
に
掛
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
自

分
も
「
五
分
の
魂
」
を
大
切
に
し
よ
う
。
そ
う
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
世
界
に
目
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
「
五
分
の
魂
」
を
尊
重
す

る
と
こ
ろ
か
ら
民
主
主
義
や
人
権
を
尊
重
す
る
平
和

が
始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が

ら
、
現
在
世
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
た
ち
は
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
反
対
の
傾
向
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
も
「
五
分
の
魂
」
を
大
切
に
、
出
来
る
限
り
仕

事
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

⑨ 
 

   

第
四
二
回
成
道
会
が
一
二
月
八
日
（
日
）、
一
〇
名

の
参
加
者
に
よ
っ
て
開
催
れ
ま
し
た
。
成
道
会
の
機

縁
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
一
二
月
八
日
に
、
菩
提
樹
の

下
で
明
け
の
明
星
を
ご
覧
に
な
ら
れ
お
悟
り
を
開
か

れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
爾
来
仏
門
で
は
一
二
月
八

日
を
「
成
道
会
」
と
称
し
た
報
恩
感
謝
の
大
法
要
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。 

龍
泉
院
参
禅
会
で
は
、
毎
年
、
一
二
月
の
二
〜
八

日
の
間
の
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
丁
度
八
日
が
該
当
日
で
し
た
。 

午
前
九
時
か
ら
坐
禅
堂
に
お
い
て
、
報
恩
の
坐
禅

を
二
炷
結
ん
だ
後
、
本
堂
に
て
成
道
会
の
法
要
を
修

養
い
た
し
ま
し
た
。
差
定
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

一
、
殿
鍾
三
会 

 

大
衆
入
堂 

一
、
七 

下 

鍾 
 

導
師
上
殿 

一
同
合
掌 

一
、
拈
香
法
語 

 

導
師
が
成
道
を
讃
え
て
漢
文

で
述
べ
る
言
葉 

一
、
普
同
三
拝 

 

導
師
と
共
に
一
同
三
拝 

一
、
般
若
心
経 

 

一
同
唱
和 

一
、
回 

 

向 
 

維
那
読
み
上
げ 

一
、
普
同
三
拝 

 

導
師
と
共
に
一
同
三
拝 

    

次
い
で
、
恒
例
の
「
問
答
」
で
す
。「
問
答
」
の
所

作
に
つ
い
は
、
明
石
方
丈
様
の
ご
指
導
に
よ
っ
て
逐

次
改
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

問
答
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
杉
浦
さ
ん
が
問
答

の
仕
方
の
模
範
を
示
し
な
が
ら
問
い
か
け
ま
す
。 

問
、「
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
が
、

こ
れ
を
契
機
と
し
た
核
廃
絶
・
戦
争
撲
滅
運
動
の
機

運
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
う
。
世
界
に

先
駆
け
仏
教
界
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
ら
如
何
か
」。 

答
、「
個
々
が
努
力
精
進
し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」 

次
い
で
岡
本
さ
ん
か
ら 

問
、「
日
々
心
が
千
々
に
乱
れ
て
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

行
動
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」 

答
、「
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
調
身
・

調
息
・
調
心
に
心
掛
け
る
こ
と
で
す
」 

次
い
で
五
十
嵐
か
ら 

問
、「
東
葛
地
区
の
佛
法
は
如
何
」 

答
、「
東
葛
地
区
の
佛
法
は
、
花
は
紅
、
柳
は
緑
。
引

き
続
き
継
承
・
発
展
さ
せ
て
行
く
べ
き
で
す
」 

次
い
で
小
畑
（
二
）
さ
ん
か
ら 

問
、「『
生
死
の
中
に
仏
あ
れ
ば
生
死
な
し
』
の
意
は 

               

如
何
」 

答
、「
ふ
だ
ん
か
ら
精
一
杯
生
き
る
こ
と
、
そ
し
て
い

つ
死
が
訪
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
お
く

こ
と
で
す
」 

次
い
で
河
本
さ
ん
か
ら 

問
、「
小
畑
節
朗
さ
ん
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
掛
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」 

答
、「
引
き
続
き
療
養
し
、特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
、

平
常
心
で
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
」 

最
後
は
、
坂
牧
さ
ん
の
問
答
に
て
終
了
と
な
り
ま
し 
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し
か
り
、
ア
メ
リ
カ
新
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
の
考
え 

は
、
論
語
の
言
葉
と
は
ま
っ
た
く
逆
で
す
。
全
て
が

ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ス
ト
で
、
ア
メ
リ
カ
が
良
く
な
れ
ば

他
は
ど
う
で
も
良
い
と
い
う
身
勝
手
な
考
え
で
、
貿

易
の
関
税
を
盾
に
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
る
様
々
な

混
乱
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
で
も
闇
バ
イ
ト
と
称
す
る
憂
慮
す
べ

き
凶
悪
な
犯
罪
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状

況
は
世
界
や
日
本
で
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
不

安
が
つ
き
ま
せ
ん
。 

私
が
会
社
勤
め
の
頃
は
、
会
社
を
伸
ば
す
目
標
を

達
成
す
る
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
団
結
を
重
ん
じ

て
、
良
い
仕
事
の
結
果
順
調
に
伸
び
、
社
員
の
生
活

も
豊
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
は
度
重
な
る
地
震
や
台
風
等
に
見
回

れ
、
能
登
の
災
害
等
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

お
手
伝
い
に
駆
け
付
け
、
被
災
者
に
感
謝
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
正
し
く
「
和
を
以
て
貴
し
と
な

す
」
と
の
考
え
が
人
々
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
よ
う

に
強
く
感
じ
ま
す
。 

年
齢
が
嵩
ん
で
き
た
せ
い
か
、
争
い
ご
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
ず
る
昨
今
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
中
近
東
の
戦
争
が
早
く
終
わ
っ
て
平
和
に
な

り
、
人
間
が
尊
厳
さ
れ
る
時
代
の
到
来
を
祈
っ
て
、

私
の
選
ん
だ
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

合
掌 

「
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
」 

我
孫
子
市 

 

小
畑 

二
郎 

こ
の
言
葉
が
私
の
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
五
〇
年

も
前
に
、
宇
野
弘
蔵
先
生
の
経
済
学
に
関
す
る
エ
ッ

セ
イ
を
読
ん
だ
時
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
そ
の
中
で
、
外
国
人
や
日
本
人
の
権
威
あ

る
学
説
を
金
科
玉
条
と
し
て
、
そ
れ
に
追
従
し
て
、

先
生
の
学
説
を
否
定
す
る
学
者
た
ち
に
向
け
て
、
こ

の
言
葉
を
振
り
向
け
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
分

は
、
ま
だ
浅
学
の
身
で
あ
る
が
、
真
理
の
探
求
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
自
分
で
考
え
る
力
を
持

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
の
考
え
を
表
明
す
る
機

会
を
持
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し

て
自
分
を
批
判
す
る
人
た
ち
は
、
自
分
の
考
え
を
持

た
ず
に
、
単
に
権
威
あ
る
人
の
意
見
に
従
っ
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
の
か
。
私
に
も
、
五
分
の
魂
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

た
ぶ
ん
宇
野
先
生
は
、
そ
の
よ
う
に
言
い
た
か
っ
た

に
違
い
な
い
。 

私
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
言
葉
に
表
わ
さ
れ
て
い
る

考
え
方
を
自
分
の
学
問
研
究
の
指
針
と
し
て
き
ま
し

た
。
通
説
や
権
威
あ
る
説
に
追
随
し
て
、
自
分
の
考

え
を
曲
げ
た
り
、
や
た
ら
人
の
意
見
を
引
用
し
て
、

自
分
の
考
え
を
飾
り
立
て
た
り
し
な
い
で
、
自
分
の

頭
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
、
こ
の
よ
う

に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。 

参
禅
会
で
修
行
し
、
ま
た
学
ん
で
き
た
今
と
な
っ

て
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
五
分
の
魂
」
と
は
、

「
仏
性
」
と
い
う
言
葉
に
言
い
換
え
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
、思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
虫
け
ら

で
あ
っ
て
も
「
五
分
の
魂
」
は
あ
る
し
、
そ
の
魂
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
卑
し
い
と

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
も
、
仏
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
可
能
性
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
修
行
に
掛
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
自

分
も
「
五
分
の
魂
」
を
大
切
に
し
よ
う
。
そ
う
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
世
界
に
目
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
「
五
分
の
魂
」
を
尊
重
す

る
と
こ
ろ
か
ら
民
主
主
義
や
人
権
を
尊
重
す
る
平
和

が
始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が

ら
、
現
在
世
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
た
ち
は
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
反
対
の
傾
向
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
も
「
五
分
の
魂
」
を
大
切
に
、
出
来
る
限
り
仕

事
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

⑨ 
 

   

第
四
二
回
成
道
会
が
一
二
月
八
日
（
日
）、
一
〇
名

の
参
加
者
に
よ
っ
て
開
催
れ
ま
し
た
。
成
道
会
の
機

縁
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
一
二
月
八
日
に
、
菩
提
樹
の

下
で
明
け
の
明
星
を
ご
覧
に
な
ら
れ
お
悟
り
を
開
か

れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
爾
来
仏
門
で
は
一
二
月
八

日
を
「
成
道
会
」
と
称
し
た
報
恩
感
謝
の
大
法
要
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。 

龍
泉
院
参
禅
会
で
は
、
毎
年
、
一
二
月
の
二
〜
八

日
の
間
の
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
丁
度
八
日
が
該
当
日
で
し
た
。 

午
前
九
時
か
ら
坐
禅
堂
に
お
い
て
、
報
恩
の
坐
禅

を
二
炷
結
ん
だ
後
、
本
堂
に
て
成
道
会
の
法
要
を
修

養
い
た
し
ま
し
た
。
差
定
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

一
、
殿
鍾
三
会 

 

大
衆
入
堂 

一
、
七 

下 

鍾 
 

導
師
上
殿 

一
同
合
掌 

一
、
拈
香
法
語 

 

導
師
が
成
道
を
讃
え
て
漢
文

で
述
べ
る
言
葉 

一
、
普
同
三
拝 

 

導
師
と
共
に
一
同
三
拝 

一
、
般
若
心
経 

 

一
同
唱
和 

一
、
回 

 

向 
 

維
那
読
み
上
げ 

一
、
普
同
三
拝 

 

導
師
と
共
に
一
同
三
拝 

    

次
い
で
、
恒
例
の
「
問
答
」
で
す
。「
問
答
」
の
所

作
に
つ
い
は
、
明
石
方
丈
様
の
ご
指
導
に
よ
っ
て
逐

次
改
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

問
答
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
杉
浦
さ
ん
が
問
答

の
仕
方
の
模
範
を
示
し
な
が
ら
問
い
か
け
ま
す
。 

問
、「
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
が
、

こ
れ
を
契
機
と
し
た
核
廃
絶
・
戦
争
撲
滅
運
動
の
機

運
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
う
。
世
界
に

先
駆
け
仏
教
界
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
ら
如
何
か
」。 

答
、「
個
々
が
努
力
精
進
し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」 

次
い
で
岡
本
さ
ん
か
ら 

問
、「
日
々
心
が
千
々
に
乱
れ
て
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

行
動
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」 

答
、「
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
調
身
・

調
息
・
調
心
に
心
掛
け
る
こ
と
で
す
」 

次
い
で
五
十
嵐
か
ら 

問
、「
東
葛
地
区
の
佛
法
は
如
何
」 

答
、「
東
葛
地
区
の
佛
法
は
、
花
は
紅
、
柳
は
緑
。
引

き
続
き
継
承
・
発
展
さ
せ
て
行
く
べ
き
で
す
」 

次
い
で
小
畑
（
二
）
さ
ん
か
ら 

問
、「『
生
死
の
中
に
仏
あ
れ
ば
生
死
な
し
』
の
意
は 

               

如
何
」 

答
、「
ふ
だ
ん
か
ら
精
一
杯
生
き
る
こ
と
、
そ
し
て
い

つ
死
が
訪
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
お
く

こ
と
で
す
」 

次
い
で
河
本
さ
ん
か
ら 

問
、「
小
畑
節
朗
さ
ん
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
掛
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」 

答
、「
引
き
続
き
療
養
し
、特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
、

平
常
心
で
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
」 

最
後
は
、
坂
牧
さ
ん
の
問
答
に
て
終
了
と
な
り
ま
し 
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た
。 引

き
続
い
て
明
石
方
丈
様
の
有
難
い
法
話
を
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。
ご
法
話
は
『
正
法
眼
蔵
』「
菩
提
薩

埵
四
摂
法
」
に
説
か
れ
て
い
る
「
利
行
一
法
な
り
」
に

つ
い
て
で
し
た
。 

利
行
（
人
を
利
す
る
お
こ
な
い
、
利
他
行
）
と
は
、 

 

自
分
の
得
も
他
の
得
も
一
つ
な
の
で
あ
る
。
真
の 

利
行
は
、
自
分
も
他
も
普
く
利
益
す
る
と
い
う
こ 

と
で
す
。 

利
行
は
人
間
の
社
会
ば
か
り
で
な
く
植
物
の
社 

会
で
も
見
え
ま
す
。
植
物
間
で
競
争
す
る
よ
り
も
、 

助
け
合
っ
て
行
く
方
が
生
き
延
び
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

「
菩
提
薩
埵
四
摂
法
」
に
は
同
事
に
つ
い
て
も
説 

か
れ
て
い
ま
す
。
同
事
と
い
う
は
不
違
な
り
、
自 

に
も
不
違
な
り
、
侘
に
も
不
違
な
り
と
あ
り
ま
す
。 

自
他
共
に
相
違
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
司
馬

遼
太
郎
さ
ん
が
小
学
校
の
教
科
書
の
た
め
に
書
き

下
ろ
し
た
『
二
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
』
に 

も
、
同
事
に
似
た
よ
う
な
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い 

ま
す
。 

こ
の
後
、
本
堂
の
片
付
け
を
行
い
、
小
畑
前
代
表 

か
ら
の
添
菜
と
龍
泉
院
様
か
ら
の
来
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
い
た
だ
い
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
報
告
：
五
十
嵐
嗣
郎
） 

     

去
る
一
二
月
一
五
日
（
日
）
、
今
年
も
恒
例
の
歳

末
助
け
合
い
募
金
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
ま
こ
と
に
穏
や
か
な
絶
好
の
托
鉢
日
和

の
快
晴
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
〇
時
三
〇
分
に
長
全
寺
様
へ
集
合
。 

参
加
者
は
明
石
方
丈
様
の
他
、
杉
浦
氏
、
五
十
嵐

氏
、
河
本
氏
、
齋
藤
氏
、
吉
澤
の
計
六
名
で
し
た
。 

長
全
寺
様
本
堂
前
に
て
般
若
心
経
を
お
唱
え
し
た

後
、
同
寺
山
門
か
ら
二
列
縦
隊
に
て
柏
駅
東
口
コ
ン

コ
ー
ス
上
へ
と
移
動
い
た
し
ま
し
た
。
午
後
一
時
頃

よ
り
、
所
定
場
所
に
て
活
動
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
今
年
は
少
人
数
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
明
石
住
職
の
傍
で
募
金
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
、
少
し
で
も
募
金
を
集
め
て
世
の
中

に
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
と
思
い
、
駅
前
を
行
き
交

う
方
々
へ
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
し
た
。 

た
だ
、
こ
の
活
動
も
本
来
は
修
行
の
一
環
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
静
か
に
立
ち
続
け
る
こ
と
と 

 
 

           

い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
も
河
本
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
達
、
参
禅
会
員
の

坂
巻
郁
子
さ
ん
も
喜
捨
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

当
初
は
穏
や
か
だ
っ
た
気
候
も
、
日
が
傾
く
に
つ

れ
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。
午
後
三
時
に
活
動
を
終

了
。
長
全
寺
様
へ
戻
り
ま
し
た
。
長
全
寺
様
の
休
憩

所
で
茶
菓
の
御
接
待
に
与
り
ま
し
た
。
温
か
い
お
茶

は
冷
え
た
体
に
染
み
わ
た
る
格
別
な
一
杯
で
し
た
。 

こ
う
し
て
、
無
事
今
年
の
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

募
金
額
は
二
九
、
六
四
六
円
で
、
朝
日
新
聞
厚
生

文
化
事
業
団
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。 

（
報
告
：
吉
澤
誠
） 

 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

 

[

「
初
不
動
」
挙
行
す 

 「
涅
槃
会
」
円
成
す  

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

[

堂
内
に
迫
力
満
ち
る

報
恩
感
謝
で
粛
々
と

柏
駅
に
て
粛
々
と
行
ず

12月１月２月

 

托鉢中の明石方丈様（右）と五十嵐さん 

 

⑦ 
 

な
か
っ
た
。  

テ
レ
ビ
で
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
を
み
た
。
先
生
が
「『
将

来
の
夢
』
を
考
え
ろ
」
と
の
問
題
を
出
す
。
カ
ツ
オ

君
が
父
の
波
平
さ
ん
に
「
お
父
さ
ん
の
夢
は
」
と
聞

く
。「
も
う
夢
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
高
齢
の
波
平

は
答
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
く
の
夫
婦
が
仲

良
く
歩
い
て
い
る
の
を
見
て
「
い
ま
の
平
和
で
平
凡

な
家
庭
こ
そ
夢
」
と
悟
る
。
い
わ
ば
、「
心
」
が
落
ち

着
い
て
い
る
生
活
こ
そ
「
心
不
可
得
」
な
ら
ぬ
「
心

可
得
」と
い
う
わ
け
。ま
さ
に
正
反
対
の
解
釈
だ
が
、

こ
ち
ら
の
方
が
な
に
か
「
心
」
が
安
心
す
る
。 

「
今
、
こ
こ
、
自
分
」
と
い
う
禅
語
も
あ
る
。「
先

の
こ
と
は
考
え
ず
、
現
在
に
全
力
を
尽
く
せ
」
と
い

う
言
葉
だ
。
ま
さ
に
、
波
平
さ
ん
と
同
じ
。
こ
れ
が

病
気
を
治
す
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
。 

 「
君
た
ち
は
星
の
か
け
ら
だ
よ
」 

柏
市 

杉
浦 

上
太
郎 

 

こ
の
言
葉
は
『
宇
宙
の
風
に
聴
く
』
と
い
う
本
の

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
。
著
者
は
宇
宙
物
理
学
者
の
佐

治
晴
夫
先
生
で
す
。 

こ
の
本
は
四
〇
年
ほ
ど
前
に
、
知
人
か
ら
頂
い
た 

も
の
。
こ
の
本
を
手
に
取
り
、「
君
た
ち
は
星
の
か
け 

ら
だ
よ
」
の
一
句
に
接
し
た
と
き
、
そ
の
瞬
時
に 

 
 
 
 
 

〝
そ
う
か
、 

や
は
り
そ 

う
か
〟
と 

大
得
心
を 

 
 

得
、
そ
れ 

依
頼
、
私 

の
心
の
真 

ん
中
に
ど
っ
か
と
坐
り
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
本
は
、
我
々
の
ル
ー
ツ
の
起
源
は
一
五
〇
億 

年
前
の
ビ
ッ
ク
バ
ー
ン
に
よ
っ
て
宇
宙
に
散
ら
ば
っ 

た
星
の
カ
ケ
ラ
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
。
宇
宙
全
体 

の
質
量
全
体
は
不
変
で
あ
っ
て
、
常
に
何
か
に
変
化 

し
続
け
、
生
れ
て
は
滅
し
、
滅
し
て
は
生
じ
る
。
故 

に
人
間
は
死
ん
で
も
な
く
な
ら
な
い
、
元
素
と
し
て 

地
球
や
宇
宙
に
ば
ら
ま
か
れ
、
や
が
て
何
か
に
変
化 

し
存
在
し
続
け
る
と
い
う
。
圧
巻
は
、
宇
宙
に
は
意 

志
が
あ
っ
て
、
自
身
の
存
在
を
客
観
的
に
見
て
ほ
し 

く
て
、「
人
間
」
と
い
う
存
在
を
生
み
出
し
た
と
説
い 

て
い
る
こ
と
で
す
。 

そ
の
数
年
前
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
中
盤
に

あ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
の
固
ま
り
人
間
で
し
た
。
そ
ん

な
折
に
、
永
平
寺
の
一
泊
坐
禅
体
験
を
経
、
そ
の
直

後
、
椎
名
老
師
と
出
会
い
入
門
を
願
い
出
ま
し
た
。 

自
然
と
一
体
化
し
て
い
る
仏
教
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

さ
に
感
じ
入
っ
て
い
た
頃
、
こ
の
本
と
出
会
い
、
衝

撃
的
な
大
得
心
を
得
た
の
で
す
。
や
が
て
我
が
家
の

近
く
に
東
京
大
学
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
、
宇
宙
線
研

究
所
（
小
柴
・
梶
田
教
授
輩
出
）
が
で
き
、
更
に
宇

宙
と
の
縁
の
深
ま
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

宇
宙
規
模
で
思
考
す
る
と
人
間
の
悩
み
な
ど
、
と

る
に
足
ら
な
い
如
何
に
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
か
。
生
涯 

の
「
安
心
」
を
得
た
言
葉
の
ご
披
露
ま
で
に
て
。 

 

 

「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」 

柏
市 

松 

井 
 

隆 

こ
の
言
葉
は
、
私
の
人
生
の
礎
と
し
て
き
た
言
葉

で
す
。
ま
た
日
本
人
の
思
想
の
根
底
を
な
す
立
派
な

言
葉
だ
と
も
思
い
ま
す
。 

「
以
和
為
貴
」
は
、
聖
徳
太
子
が
制
定
し
た
一
七

条
憲
法
第
一
条
に
記
さ
れ
た
言
葉
で
、
元
は
と
言
え

ば
、
論
語
で
の
孔
子
と
弟
子
と
の
や
り
取
り
の
中
の

言
葉
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
当
時
の
中
国
や
日
本

で
は
人
々
が
協
調
し
て
生
業
が
上
手
く
進
む
と
し
た

文
化
が
育
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
お
釈
迦
様
の
教
え
に
お
い
て
も
左
右
対
立

で
は
な
く
、
中
道
を
歩
む
よ
う
に
お
示
し
に
な
っ
て 

仏
教
の
根
底
が
成
り
立
っ
て
い
る
様
で
す
。 

さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
国
の
内
外
共
に
不
安
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
近
東
の
戦
争
も 

あ
ん
じ
ん 

 

心
心 

 
 



⑥ 
 

     「
自
灯
明
」 

流
山
市 

市
川 

洋
介 

「
自
灯
明
」
は
、
私
が
『
涅
槃
経
』
を
読
ん
だ
時

に
目
に
し
た
言
葉
で
す
。
よ
く
「
法
灯
明
」
と
合
わ

せ
て
説
か
れ
ま
す
。 

 
 
 
 

最
初
は
こ
れ
に
対
し
て
「
自
分
を
信
じ
ろ
」
な
ど

の
通
俗
的
な
解
釈
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
調
べ

て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
と
か
な
り
違
っ
て
お
り
興
味
を

惹
か
れ
ま
し
た
。
経
典
の
続
き
に
は
四
念
処
が
説
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
言
葉
は
、
身
心

や
感
受
、
も
の
ご
と
に
対
し
て
常
に
自
覚
的
に
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。
分
か
り
や
す
く
言
え

ば
「
自
分
を
し
っ
か
り
見
据
え
ろ
」
と
い
っ
た
感
じ

で
し
ょ
う
か
。 

私
は
一
つ
の
事
柄
に
夢
中
に
な
る
と
他
が
見
え
な

く
な
り
が
ち
な
の
で
こ
れ
を
知
っ
て
か
ら
は
考
え
事

に
没
頭
し
て
い
る
時
な
ど
に
は
別
の
感
覚
を
意
識
し 

      

 

て
み
る
な
ど
の
実
践
を
し
て
い
ま
す
。
明
ら
か
な
変

化
は
感
じ
ま
せ
ん
が
、
や
っ
て
い
る
時
は
確
か
に
僅

か
な
安
堵
感
が
あ
り
ま
す
。 

感
情
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
怒
っ

て
い
る
時
に
実
は
少
し
相
手
に
慢
を
抱
い
て
喜
悦
し

て
い
た
り
、
喜
ん
だ
と
思
っ
た
ら
そ
れ
を
失
う
こ
と

に
不
安
を
覚
え
た
り
な
ど
。
確
か
に
「
本
心
」
と
い

う
言
葉
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
周
辺
の
思
い
に
つ
い

て
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、
新
た
な
発
見
が

あ
り
ま
す
。 

た
だ
、
そ
れ
が
禅
の
実
践
と
も
即
す
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。禅
師
に
よ
っ
て
は
も
し
か
し
た
ら
、

心
に
調
伏
を
加
え
る
の
は
見
当
違
い
だ
と
一
蹴
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
こ
う
い

っ
た
、
心(

認
識)

が
明
晰
で
あ
る
方
が
よ
い
と
い
う

考
え
方
は
個
人
的
に
は
新
鮮
に
映
り
ま
し
た
。
今
後

は
こ
の
こ
と
を
更
に
点
検
し
て
、
自
灯
明
の
内
実
を

見
極
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

「
心
不
可
得
」 

柏
市 

岡
本 

匡
房 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
体
は
治
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、 

『
治
ら
な
い
と
い
う
心
』が
、そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
」。

こ
れ
は
禅
の
高
僧
の
言
葉
で
は
な
い
。
町
の
接
骨
医

の
言
葉
で
あ
る
。 

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
病
気
が
ち
だ
っ
た
。
最
近
、

足
の
打
撲
で
運
動
が
で
き
ず
、
糖
尿
病
が
悪
化
。「
も

う
治
ら
な
い
か
も
」
と
い
う
弱
気
の
心
が
そ
れ
を
増

幅
し
て
い
る
気
が
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
弱
い
心
は
小
さ
い
時
か
ら
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
父
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
「
心
不
可
得
」
だ
っ

た
。「
過
去
、
現
在
、
未
来
に
渡
っ
て
心
は
存
在
し
な

い
」
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
の
よ
う
だ
が
こ
ん
な

話
も
あ
る
。
禅
の
高
僧
が
迷
う
弟
子
に
「
迷
う
心
を

取
り
出
せ
。
治
し
て
や
る
」
と
い
っ
た
。
だ
が
、
存

在
し
な
い
心
を
取
り
出
せ
る
わ
け
が
な
い
。
弟
子
は

そ
れ
で
悟
っ
た
と
い
う
。
父
は
こ
の
故
事
に
倣
い
、

子
供
の
弱
気
を
な
く
そ
う
と
し
た
が
、
小
生
に
は
難

し
か
っ
た
。 

そ
こ
で
、仕
事
が
一
段
落
し
た
五
〇
代
に
な
っ
て
、

治
そ
う
と
「
坐
禅
」
を
始
め
た
。
い
わ
ば
典
型
的
「
た

め
坐
禅
」
だ
っ
た
。
が
、
い
ざ
、
病
気
に
な
る
と
、

「
弱
気
の
心
」
は
な
く
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
効
果
は 

 

《
特
別
企
画
》

 

私私
がが
最最
もも
感感
銘銘
をを
受受
けけ
たた
言言
葉葉  

 

 
長
い
人
生
の
歩
み
の
中
で 

最
も
心
の
奥
底
に
ズ
シ
ン 

と
響
い
た
一
言
を
問
う
て 

み
た
。
果
た
し
て
如
何
に
。 
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雲
一
つ
な
い
晴
天
の
一
月
二
八
日
、
龍
泉
院
様
の

年
初
の
大
行
事
「
初
不
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

明
石
導
師
の
も
と
、
一
五
名
の
参
加
者
（
檀
家
様

一
二
名
、
参
禅
会
会
員
三
名
）
に
て
実
施
。 

明
石
方
丈
様
に
よ
る
大
迫
力
の
祈
祷
太
鼓
か
ら
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
り
ま
す
。 

「
般
若
心 

経
、
そ
の
他 

経
文
」
を
唱 

え
な
が
ら
大 

音
響
が
堂
内 

一
杯
に
響
き 

渡
り
ま
す
。 

ク
ラ
イ
マ
ッ 

ク
ス
は
明
石 

方
丈
様
が
、 

裂
帛
の
気
合 

と
共
に
短
刀 

を
振
り
、
降 

魔
退
散
を
行
い
、
様
々
な
災
い
に
遇
わ
な
い
祈
祷
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

祈
祷
後
、
明
石
方
丈
様
よ
り
「
私
ら
し
く
な
い
行

い
を
し
て
い
な
い
か
常
に
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」
と
の
お
諭
し
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

全
て
終
了
後
、「
福
引
」「
記
念
品
授
与
」
が
行
わ

れ
、
無
事
円
成
と
な
り
ま
し
た
。（
報
告
：
杉
浦
） 

      
め
っ
き
り
春
め
い
て
き
た
穏
や
か
な
二
月
一
五
日
、

明
石
導
師
の
も
と
参
禅
会
会
員
一
二
名
に
て
「
涅
槃

会
」
が
粛
々
と
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

堂
内
に
飾
ら
れ
た
大
き
な
「
釈
迦
涅
槃
図
」
が
、

そ
の
日
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

 
 

明
石
方
丈
様
の
「
拈
香
法
語
」
の
お
唱
え
に
続 

き
、
「
般
若
心
経
」
「
舎
利
礼
文
」
の
諷
誦
、
「
回
向

文
」
の
読
み
上
げ
の
順
で
進
み
法
要
を
終
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
明
石
方
丈
様
の
「
法
話
＝
不
安
と
ど
う

向
き
合
う
か
＝
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

日
常
、
困
難
な
こ
と
が
起
き
た
と
き
ど
う
対
処
す 

る
か
、
逃
げ
る
か
、
挑
戦
す
る
か
。
失
敗
し
て
も
挑 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
す
る
方
が 

得
る
も
の
が 

大
き
い
。
修 

行
の
中
に
悟 

り
あ
り
、
迷 

い
あ
り
。
自 

分
の
方
か
ら 

悟
り
に
近
づ 

く
の
は
迷
い 

い
で
あ
り
、 

大
い
に
迷
っ 

て
も
悟
り
の 

方
か
ら
近
づ 

い
て
く
る
こ 

と
も
あ
る
。 

果
敢
に
努
力 

す
る
こ
と
が 

肝
心
で
あ
る 

と
お
諭
し
い 

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
る
法
話
で
あ

り
、
た
だ
た
だ
有
難
く
思
い
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
も
、
小
畑
節
朗
さ
ん
か
ら
の
添
菜
（
和
菓

子
）
を
有
難
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、「
釈
迦
涅
槃
図
」
の
収
納
と
坐
禅
堂
回

り
の
清
掃
を
し
て
円
成
と
な
り
ま
し
た
。（
杉
浦
） 

 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

 

[

「
初
不
動
」
挙
行
す 

 「
涅
槃
会
」
円
成
す  

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

[

堂
内
に
迫
力
満
ち
る

報
恩
感
謝
で
粛
々
と

柏
駅
に
て
粛
々
と
行
ず

12月１月２月

 

され 

12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 12月

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

 

[

「
初
不
動
」
挙
行
す 

 「
涅
槃
会
」
円
成
す  

 「
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
」 

[
堂
内
に
迫
力
満
ち
る

報
恩
感
謝
で
粛
々
と

柏
駅
に
て
粛
々
と
行
ず

12月１月２月

明石方丈様の祈祷太鼓 

方明石丈 

 
れ
っ 

ぱ
く 

 

明石方丈様の法話を拝聴する 



⑤ 
 

あ
っ
た
の
か
、
生
徒
と
先
生
の
相
性
も
あ
り
、
学
校

で
の
科
目
の
好
き
嫌
い
に
も
よ
る
か
ら
で
す
。 

 

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
、
家
に
あ
っ
た
沢
山
の
宗

教
書
な
ど
に
は
目
も
く
れ
ず
、『
天
文
と
宇
宙
』『
星

空
の
世
界
』
な
ん
て
い
う
本
を
耽
読
し
て
い
た
か
ら

か
、
そ
ん
な
事
を
六
〇
代
後
半
に
前
立
腺
肥
大
の
手

術
を
し
た
時
（
一
九
九
七
年
九
月
）
に
都
内
大
病
院

の
処
置
室
で
、
た
ま
た
ま
東
大
名
誉
教
授
で
前
東
京

天
文
台
長
（
三
鷹
）
の
北
村
正
俊
先
生
と
処
置
室
で

同
席
し
、
小
学
校
の
時
の
お
話
を
し
た
所
、
先
生
は

そ
れ
な
ら
ば
天
文
学
を
専
攻
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
も
う
大
分
手
遅
れ
で
し

た
。 

 

ま
た
高
校
に
入
っ
た
当
初
、
私
は
最
も
成
績
が
良

か
っ
た
の
は
数
学
で
し
た
。
テ
ス
ト
は
毎
回
一
〇
〇

点
、
一
度
だ
け
は
一
二
〇
点
を
貰
い
ま
し
た
。
で
も

最
も
大
切
な
三
年
の
時
の
物
理
・
化
学
が
大
嫌
い
。

言
語
障
害
の
あ
る
先
生
で
声
が
よ
く
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
代
わ
り
最
も
得
意
だ
っ
た
の

は
国
語
。
特
に
本
も
ろ
く
に
読
ま
な
か
っ
た
の
に
、

文
語
文
法
な
ど
は
す
ぐ
に
ピ
ン
と
分
か
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
辛
辣
な
宮
下
と
い
う
先
生
が
お
ら
れ
て
、

ど
ん
ど
ん
皆
に
当
て
ま
す
が
、誰
も
正
解
が
な
い
と
、

最
後
に
「
そ
れ
で
は
椎
名
」
で
「
落
ち
」
に
な
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
私
は
特
に
優
秀
な
大
学
に
入
っ

た
訳
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
唐
代
の
禅
門
で
は

間
違
い
を
犯
す
と
眉
が
ゴ
ッ
ソ
リ
と
落
ち
る
と
い
う

の
が
常
識
で
し
た
か
ら
、
現
代
よ
り
よ
ほ
ど
禅
修
行

は
難
関
だ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
冗
語
冗
談
の

最
後
に
宏
智
さ
ん
の
頌
古
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

 

〔
頌 

古
〕 

 

頌
に
云
く
、
賊
と
な
る
心
、〔
贜
物
、
已
に
露
わ
る
〕

人
に
過
ぎ
た
る
膽
、〔
傍
若
無
人
〕
歷
歷
縱
橫
と
機
感

に
対
す
。〔
白
拈
は
巧
偷
な
り
〕
保
福
・
雲
門
は
也
た

垂
鼻
脣
を
欺
き
、〔
探
頭
は
太
だ
過
い
〕
翠
巌
・
長
慶

は
也
た
脩
眉
眼
に
映
る
。〔
佯
っ
て
知
ら
ざ
る
を
打
ね

す
〕
杜
禪
和
、
何
の
限
り
か
有
ら
ん
。〔
天
童
の
杜
撰

は
万
松
と
何
似
か
〕
剛
い
て
道
う
、
意
句
一
齊
に
剗

る
と
。〔
隱
さ
ん
と
欲
さ
ば
彌
露
わ
る
〕
自
己
を
埋
沒

し
て
、
氣
を
飲
め
聲
を
吞
む
。〔
子
を
養
え
ど
父
に
及

ば
ざ
れ
ば
〕
先
宗
を
帶
累
し
て
、
牆
に
面
い
板
を
擔

う
。〔
家
門
は
一
世
に
衰
う
。〕 

 

い
や
、七
言
八
句
の
律
詩
は
む
つ
か
し
い
で
す
ね
。

詩
句
が
何
の
た
と
え
な
の
か
知
ら
な
い
と
。
さ
っ
ぱ

り
分
か
り
ま
せ
ん
。
白
拈
は
白
拈
賊
で
盗
賊
の
こ
と

で
、
こ
こ
で
は
令
參
の
こ
と
を
讃
嘆
し
た
語
で
す
。

令
參
が
謙
遜
し
て
罪
過
で
眉
毛
が
ゲ
ッ
ソ
リ
落
ち
た

か
と
言
っ
た
の
で
、
盗
人
や
盗
品
な
ど
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ

出
て
く
る
の
で
す
。「
面
牆
擔
板
」
は
『
尚
書
』
と
い

う
五
経
中
の
一
つ
。
中
国
始
ま
っ
て
以
来
の
帝
王
の

言
行
録
で
、「
人
は
学
問
を
し
な
け
れ
ば
牆
垣
に
向
っ

て
見
て
い
る
」
よ
う
な
も
の
、
つ
ま
り
何
も
見
え
な

い
こ
と
の
む
つ
か
し
い
表
現
。
ど
う
せ
何
も
見
え
な

い
な
ら
ば
、
面
壁
の
坐
の
方
が
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。 

                             

・ 

・ 

と
う
ぞ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

と
う  

ひ
ん   

す
で 

 
 
 

あ
ら 

ご
う
た
ん 

 
 

あ
っ 

け 

ら 

か 

ん 
 
 

あ
っ 

け 

ら 

か 

ん 
 

し
ょ
う
り
ょ
う 

ぬ
す
っ
と 

 
 

こ
う
み
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ま 

だ
い  

じ
ん  

ぶ
つ    

あ
ざ
む 

 
 
 
 
 

さ 

ぐ 

り 
    

は
な
は   

き
び
し 

だ
い  

じ
ん  

ぶ
つ   

 
 

う
つ  

 
 
 

い
つ
わ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ま 

ず
さ
ん
な
お
し
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ざ  

つ
さ 

い
ず
れ 

 
 
 
 

 
  

し 
 
 
 
 

 
 

い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

か
く 

 
 
 
 
 
 

 
 

な 
 
 
 
 

い
よ
い
よ
あ
ら 

き
そ
く 

 
 

や 
 せ

ん
と
く 

 
 

み
な
つ
ぶ 

 
 
 
 
 

 
 
 

か
べ 

 
 

む
か 

か 
 

べ 
 

挿
絵
の
は
な
し 

椎
名
老
師
に
よ
る
『
明
珠
』
へ
の
「
従
容
録

に
学
ぶ
」
掲
載
で
す
が
、
第
五
号
（
昭
62
）
か

ら
今
に
至
る
ま
で
、
右
頁
に
も
あ
る
味
わ
い

深
い
挿
絵
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
絵
の
作
者
は
、
大
塚
洞
外
と
い
う
曹 

洞
宗
の
禅
僧
で
す
。
長
ら
く
修
行
を
積
ん
だ

後
、
大
衆
へ
の
禅
の
普
及
を
発
願
し
、
『
従
容

録
百
画
餅
』
と
題
し
た
書
を
著
し
ま
し
た
。 

こ
の
書
は
、
一
則
ご
と
に
「
解
説
文
」
と

「
絵
」
が
見
開
き
頁
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
分

か
り
や
す
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵

は
シ
ン
プ
ル
な
墨
絵
で
、
実
に
人
間
ら
し
さ

が
イ
キ
イ
キ
と
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

大
正
末
期
の
発
行
で
す
が
、
宗
門
の
貫
主

や
他
高
僧
に
よ
る
揮
毫
の
書
が
多
数
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
仏
教
界
挙
げ
て
高
い
評
価
を
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
誠
に
貴
重
な
絵
で
す
。 
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 近 

 

況 
  

 

椎 

名 
 

宏 

雄 

頓
首 

 
 

  

私
は
現
在
、
流
山
市
東
深
井
に
あ
る
某
老
人

ホ
ー
ム
で
起
居
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
施
設

で
健
康
管
理
は
親
切
で
す
か
ら
、
大
勢
の
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔

よ
り
身
心
共
に
衰
え
ま
し
た
し
、
気
ま
ま
に
生

き
ら
れ
た
龍
泉
院
と
は
全
く
違
う
環
境
の
中
で

身
体
が
自
由
に
動
か
せ
な
い
と
い
う
不
如
意
は 

あ
り
ま
す
が
、
逆
に
文
筆
的
な
自
由
が
格
段
に

多
い
の
は
有
難
い
事
で
す
。 

例
え
ば
、
出
来
ず
に
い
た
住
所
録
（
も
う
死

亡
者
録
？
）
の
整
理
や
、
大
学
院
以
後
、
多
く

の
識
者
か
ら
直
接
受
け
た
講
義
録
（
勝
手
に

『
龍
鳳
聴
聞
録
』
と
名
付
け
た
ノ
ー
ト
一
冊
）

の
読
み
返
し
（
今
は
一
九
五
七
年
～
一
九
八
六

年
の
三
〇
年
間
の
も
の
）
を
懐
か
し
く
拝
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
九
四
四
年
一
〇
月
二
日
、
第

一
七
回
全
日
仏
が
成
田
山
新
勝
寺
の
信
徒
会
館 

 
 

で
行
わ
れ
た
梅
原
猛
氏
の
講
演
で
は
、「
近
代 

 

 
 

 

文
明
が
憎
し
み
と
闘
争
が
根
本
に
あ
る
以
上
は 

平
安
に
は
な
れ
な
い
。
和
平
を
基
盤
と
し
念
仏 

や
坐
禅
を
も
つ
仏
教
こ
そ
、
現
代
の
行
き
詰
り 

をを
打打
開開
でで
きき
るる
」」
とと
強強
調調
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。
まま
っっ  

た
く
現
代
の
世
相
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
ね
。 

 fusyou 

昨
年
暮
れ
に
は
京
都
の
書
肆
か
ら
、
私

の
専 

門
研
究
の
全
集
と
も
い
う
べ
き
Ａ
５
版
三
巻 

四
千
頁
の
巨
冊
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

別
に
『
沼
南
の
宗
教
文
化
誌
』
第
三
巻
も
二
月
は
出

し
、
こ
れ
は
皆
様
方
に
差
し
上
げ
る
予 

 ○
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18字×17行 

昨
年
末
か
ら
本
年
始
め
に
か
け
て
は
、
大
変

な
修
行
の
連
続
で
し
た
。 

 

昨
臘
は
冬
至
の
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
懸

り
、
施
設
の
担
当
医
師
か
ら
一
〇
日
間
の
軟
禁

状
態
が
要
請
さ
れ
、
部
屋
か
ら
一
歩
の
出
入
り

も
許
さ
れ
ず
、
氷
枕
で
の
養
生
。
専
ら
微
熱
と

疲
倦
状
態
に
対
処
す
る
為
、
食
事
は
廊
下
の
内

外
に
分
け
ら
れ
、
風
呂
は
ダ
メ
、
別
棟
か
ら
の

家
内
も
入
れ
ず
、
新
聞
も
見
ら
れ
ず
、
元
々
テ

レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
の
で
世
間
の
動
向
は
全

く
無
知
。
オ
セ
チ
も
一
切
れ
も
口
に
し
な
い
初

体
験
の
元
日
で
し
た
。 

で
も
有
難
い
で
す
ね
。
数
年
前
に
納
筆
し
た

賀
状
は
む
し
ろ
多
く
拝
領
し
、
高
額
の
お
見
舞

金
、
高
価
な
物
品
の
送
付
に
接
す
る
な
ど
、
そ

れ
も
九
州
・
北
陸
・
東
北
な
ど
の
遠
方
か
ら
が

多
く
、
私
は
一
体
何
と
い
う
果
報
者
か
と
深
く 

顧
み
、
有
縁
の
方
々
に
は
合
掌
し
感
謝
感
激
で

あ
り
ま
す
。 

感
染
の
消
え
た
昨
今
も
、
ま
だ
そ
の
有
難
き

傾
向
は
続
き
、
最
近
虫
損
し
た
虫
歯
で
一
週
間

の
極
刻
食
の
食
事
も
完
全
に
復
旧
し
、
一
月
二

五
日
の
天
神
様
の
日
に
は
、
あ
の
東
京
巣
鴨
こ 

 

と
高
岩
寺 

来
馬
先
生
の 

肝
煎
り
で
、 

日
本
一
早
咲 

き
の
〝
啓
翁 

桜
〟
一
束
が 

私
宛
に
届
け 

ら
れ
ま
し
た
。
間
も
な
く
開
花
し
て
こ
の
ホ
ー

ム
内
の
患
者
・
従
業
員
・
来
客
の
皆
様
方
を
和

ま
せ
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。 

私
も
こ
の
ホ
ー
ム
に
来
て
一
年
半
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
す
で
に
地
方
史
の
本
三
冊
と
専
門
書

三
冊
（
一
冊
は
あ
と
一
、
二
カ
月
で
完
成
）
を

刊
行
し
、
今
は
下
記
記
載
の
『
従
容
録
に
学

ぶ
』
の
出
版
に
全
力
投
球
を
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
、
何
と
い
っ
て
も
健
康
が
資
本
で
す
、

重
ね
て
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ

て
、
共
に
よ
き
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  
  

～ 『従容録に学ぶ』単行本出版決まる！～ 

龍
泉
院
参
禅
会
会
報
『
明
珠
』
の
第

二
号
（
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
発
行
）
か

ら
、
永
ら
く
掲
載
し
て
き
ま
し
た
『
従

容
録
に
学
ぶ
』
の
記
事
が
、
こ
の
度
、

京
都
の
仏
教
書
店
で
は
最
大
の
法
蔵
館

か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

尤
も
こ
れ
は
全
百
則
の
う
ち
、
椎
名 

が
元
気
な
間
に
掲
載
し
た
の
は
七
〇
則 

で
あ
り
、
三
〇
則
は
未
掲
載
で
し
た
。 

こ
の
た
び
、
そ
の
未
掲
載
部
分
を
補 

い
、
全
体
を
再
点
検
し
て
順
序
や
記
述 

を
改
訂
し
、
こ
れ
に
新
た
に
解
説
や
索 

引
な
ど
も
付
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

全
体
的
に
は
、
椎
名
の
永
い
仏
教
者 

と
し
て
の
生
き
ざ
ま
と
、
こ
れ
も
永
い

研
究
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
一
般
者

か
ら
学
究
者
ま
で
の
利
用
に
耐
え
ら
れ

る
読
み
物
に
と
企
図
し
て
い
ま
す
。 

ま
だ
原
稿
が
漸
く
仕
上
が
り
、
今
後

様
々
な
肉
付
け
が
必
要
で
す
が
、
有
志

の
方
々
の
ご
助
力
に
よ
っ
て
、
何
と
か

仕
上
げ
て
ゆ
く
予
定
で
す
。 

 
贈られた〝啓翁桜〟（山形） 
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第
七
一
則 

翠す
い

巌げ
ん

眉び

毛も
う 

 

〔
示 

衆
〕 

衆
に
示
し
て
云
く
、
血
を
含
ん
で
人
に
噴
き
つ
け
、

自
か
ら
其
の
口
を
汚
す
。
杯
を
貪
っ
て
一
世
人
の
債

を
償
う
。
紙
を
売
る
こ
と
三
年
も
や
り
、
鬼
錢
す
ら

欠
く
。
万
松
は
諸
人
の
為
に
請
益
す
。
還
い
擔
干
計

処
有
り
や
？ 

 

〔
本 

則
〕 

 

挙
ぐ
、
翠
巌
が
夏
末
ま
で
衆
に
示
し
て
云
く
、〔
猶

お
少
な
き
を
嫌
う
こ
と
在
り
〕「
一
夏
以
來
、
兄
弟
の

為
に
說
話
せ
り
。〔
自
ら
家
醜
を
揚
た
〕
看
よ
！
翠
巌

が
眉
毛
は
在
り
や
？
」〔
口
に
磣
る
こ
と
は
害
わ
ぬ
〕

保
福
云
く
、「
賊
と
作
る
ご
と
き
人
は
心
は
虛
る
な

り
。」〔
也
た
是
れ
火
裏
の
人
な
り
〕
長
慶
云
く
、「
生

た
り
。」〔
雪
上
に
霜
を
加
う
〕
雲
門
云
く
、「
關
だ
。」

〔
街
を
攔
り
巷
を
截
ぬ
〕 

 

今
回
は
雪
峰
義
存
の
法
嗣
で
あ
る
翠
巌
令
參
と
い

う
方
が
中
心
の
機
縁
で
す
。
こ
の
方
は
生
没
年
こ
そ

未
詳
で
す
が
、
明
州
（
浙
江
省
）
の
翠
巌
山
の
道
場

で
化
道
を
張
り
ま
し
た
。
呉
越
の
王
銭
は
こ
れ
を
大

い
に
讃
仰
し
て
杭
州
の
龍
冊
寺
に
招
い
て
居
住
さ
せ 

紫
衣
と
大
師
号
を
下
賜
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
則
に

登
場
す
る
保
福
従
展
・
長
慶
慧
稜
・
雲
門
文
偃
の
三

者
は
い
ず
れ
も
兄
弟
弟
子
で
す
か
ら
、
こ
の
一
則
で

は
四
兄
弟
の
そ
ろ
い
踏
み
と
い
う
珍
し
い
機
縁
で
す

が
、や
は
り
明
州
天
童
山
の
宏
智
さ
ん
が
撰
ん
だ『
従

容
録
』
の
扱
い
か
ら
み
る
と
、
こ
の
令
參
和
尚
が
最

も
古
参
の
兄
貴
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で

は
、
右
の
〔
示
衆
〕
か
ら
見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

血
を
人
に
噴
き
か
け
る
に
は
自
ら
の
口
を
汚
す 

の
が
先
決
。酒
豪
に
酒
を
勧
め
る
に
は
自
腹
覚
悟
、 

紙
銭
売
り
三
年
で
自
分
の
分
が
な
く
な
る
、私（
万 

松
）
の
示
衆
等
々
は
、
皆
計
算
が
合
う
と
思
う

か
な
。 

ほ
ぼ
こ
う
し
た
意
味
で
、
私
た
ち
の
参
禅
の
一
大

理
念
で
あ
り
ま
す
「
自
未
得
度
先 

度
他
」
は
一
体
成
立
す
る
か
な
、 

と
い
う
こ
と
と
類
似
し
て
い
ま
す 

ね
。
「
売
紙
三
年
…
…
」
は
、
唐 

臨
の
『
冥
報
記
』
に
あ
る
詩
。
で 

は
次
に
〔
本
則
〕
の
梗
概
で
す
。 

夏
安
居
末
に
翠
巌
が
大
衆
に 

「
私
は
皆
さ
ん
に
説
法
し
て
き 

た
が
、
間
違
い
を
云
っ
て
眉
が 

落
ち
た
か
ど
う
か
」
と
聞
い
た 

ら
、
保
福
は
「
佉
法
の
方
で
す
」 

と
讃
め
、
長
慶
は
「
眉
は
ち
ゃ
ん
と
生
え
て
い
ま

す
」
と
こ
れ
も
讃
め
た
が
、
雲
門
だ
け
は
「
難
問

だ
」
と
述
べ
た
。 

 

お
お
む
ね
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
雲
門

の
答
え
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
日
本
の
臨
済
禅
で
は

問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
難
問
で
す
ね
。 

 

レ
ベ
ル
も
国
情
も
違
い
ま
す
が
、
大
勢
の
門
下
生

を
先
生
が
一
同
に
教
示
す
る
と
い
う
と
、
私
達
は
す

ぐ
教
育
問
題
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
も
年
令
に
よ
り
け

り
で
す
が
、
私
な
ど
は
昔
の
昔
の
中
学
や
高
校
の
頃

を
す
ぐ
回
顧
す
る
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
頃
そ
の
時

の
成
績
と
進
路
や
立
身
出
世
な
ど
は
全
く
一
致
す
る

は
ず
も
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
家
や
学
校
に
ど
れ

だ
け
ど
ん
な
本
が
あ
る
か
、
家
庭
環
境
が
ど
う
で 
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令
和
六
年
の
梅
雨
入
り
は
、
平
年
と
比
べ
二
週
間

程
遅
く
始
ま
り
、
明
け
は
七
月
中
旬
、
感
覚
と
し
て

は
短
い
感
じ
で
し
た
。 

六
月
、
こ
の
時
期
は
、
や
は
り
紫
陽
花
で
す
。
六

地
蔵
堂
裏
に
は
額
紫
陽
花
、
雲
堂
の
横
は
額
紫
陽
花

や
白
花
、
青
花
が
見
事
に
列
を
な
し
て
い
ま
す
。
雲

堂
の
裏
手
は
青
一
色
で
、
海
の
波
の
よ
う
に
続
く
年

も
あ
り
ま
す
。
が
、
花
の
つ
き
方
は
、
剪
定
の
時
期

や
剪
り
方
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
残
念
な

が
ら
、
波
の
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
墓

の
周
囲
は
白
、
ピ
ン
ク
、
青
の
花
々
が
、
お
墓
を
守

る
よ
う
に
見
事
な
花
つ
き
で
し
た
。 

夏
椿
（
沙
羅
）
も
、
こ
の
時
期
に
純
白
な
花
を
つ 

         

   

け
ま
す
。
六
地
蔵
堂
裏
に
は
、
大
き
な
夏
椿
が
あ 

 

り
、
散
り
落
ち
て
、
地
面
を
白
く
敷
き
つ
め
る
の 

は
、
風
情
が
あ
っ
て
、
掃
除
を
し
な
い
、
手
を
加
え

な
い
事
に
感
謝
で
す
。
大
悲
殿
前
に
も
有
り
、
こ
ち

ら
は
枝
の
繁
り
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
輪
一

輪
確
か
で
す
。 

七
月
、
酷
暑
で
あ
っ
た
り
、
豪
雨
で
あ
っ
た
り
、

異
常
を
感
じ
る
事
の
多
い
月
で
し
た
。 

一
六
日
、
山
百
合
の
見
頃
に
な
り
ま
し
た
。
裏
山
か

ら
四
株
移
植
さ
れ
、
三
角
山
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
五
年
程
、
七
月
一
六
日
は
見
頃

と
な
り
、
私
の
中
で
は
山
百
合
記
念
日
で
す
。
や
ぶ

か
ん
ぞ
う
は
観
音
像
の
近
く
と
、
六
地
蔵
堂
裏
手 

    
 

     

に
、
大
き
な
橙
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。 

八
月
、
お
盆
近
く
に
な
り
、
大
悲
殿
前
に
白
花
の 

百
日
紅
が
、
目
線
の
高
さ
程
で
た
わ
わ
で
す
。
紅
花

の
百
日
紅
は
、
宝
蔵
の
手
前
の
左
右
に
一
本
ず
つ
、

高
い
位
置
で
あ
で
や
か
で
す
。
又
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
台
湾
百
合
が
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
咲
き
、
清
楚
な

感
じ
を
漂
わ
せ
ま
す
。
台
湾
百
合
は
驚
く
程
の
種
を

宿
し
、
風
に
吹
か
れ
て
飛
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
多
く
の

幸
運
を
得
た
種
が
、
翌
年
発
芽
し
、
一
輪
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
球
根
は
残
り
、
年
を
経
る
毎
に
一
本
に

咲
く
花
の
数
を
増
や
し
ま
す
。
幸
運
の
分
だ
け
開
花

す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

        
 

和
漢
朗
詠
集
下
巻
、
無
常
の
頃
に 

〝
年
々
歳
々
花
相
似 

歳
々
年
々
人
不
同
〟 

と
あ
り
ま
す
。
四
季
の
花
々
を
見
続
け
て
、
心
か
ら

感
じ
入
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 

 

 

 龍
泉
院
の
四
季
の
花 

（
三
） 

 
 

   

三
） 

 

雲堂横の紫陽花 

宝蔵付近の百日紅 

龍
泉
院
の
四
季
の
花 

（
三
） 

＊ 
＊ 

＊ 

大悲殿前の百日紅 

 

坂
牧 

郁
子 

三角山の山百合 
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〔
示
衆
〕
の
要
旨
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
。
私
達
は
坐

禅
の
理
念
に「
自
未
得
度
先
度
他
」と
掲
げ
た
以
上
、

こ
れ
は
難
解
だ
か
ら
お
手
上
げ
だ
、
で
は
済
ま
な
い

の
で
す
。
で
も
、
考
え
る
前
に
右
の
典
故
を
調
べ
て

お
き
ま
す
。「
法
出
づ
れ
ば
姦
生
ず
」
は
、『
前
漢
書
』

董
仲
舒
の
伝
記
に
あ
る
記
事
。
「
條
有
れ
ば
條
に
攀

る
」
は
、『
碧
巌
録
』
の
第
一
〇
則
の
垂
示
に
見
え
る

語
句
で
す
。『
碧
巌
録
』
は
『
従
容
録
』
よ
り
約
百
年

古
い
で
す
か
ら
、
い
く
ら
悠
久
の
大
陸
と
は
い
え
、

も
う
資
料
に
な
り
ま
す
し
、
事
実
沢
山
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
で
は
次
に
〔
本
則
〕
の
難
語
。 

「
義
皇
世
」
の
義
皇
は
伝
説
上
の
帝
王
で
理
想
政

治
が
行
わ
れ
た
と
。
今
の
世
か
ら
は
羨
ま
し
い
帝
王

で
す
ね
。「
潜
龍
渊
に
在
り
」
は
『
周
易
』
の
語
で
龍

が
渊
に
潜
ん
で
い
れ
ば
安
穏
。
葫
蘆
は
ふ
く
べ
。
鑿

は
石
切
り
の
ノ
ミ
。
こ
の
本
則
の
核
心
は
一
得
一
失

に
あ
り
い
ず
れ
も
肯
定
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
大
塚

老
師
の
挿
絵
で
も
両
僧
が
仲
良
く
揃
っ
て
簾
を
巻
上

げ
た
図
に
、「
人
は
た
だ
何
も
い
は
ず
に
い
よ
簾
、
そ

の
よ
し
あ
し
は
外
に
見
え
透
く
」
と
威
儀
即
仏
法
、
作

法
是
宗
旨
が
重
要
な
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
物
を
置
き
忘
れ
た
時
と
拾
っ
た
時
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
正
反
対
の
行
為
で
い
ず
れ
も
大
き
な
精
神

的
鍛
練
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

拾
っ
た
体
験
は
、
ま
だ
大
学
ま
で
現
役
で
通
学
し

て
い
た
時
、
何
か
で
帰
路
が
遅
く
な
り
、
帰
り
の
常

磐
線
電
車
も
九
時
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
眠
い

目
を
上
げ
る
と
、
左
隣
り
に
掛
け
て
い
た
Ｏ
Ｌ
風
の

女
性
が
、
急
に
立
ち
上
が
っ
て
急
ぎ
足
で
降
り
ま
し

た
。
亀
有
駅
で
し
た
。
ヒ
ョ
イ
と
見
る
と
ハ
ン
ド
バ

ッ
ク
を
置
き
忘
れ
て
行
っ
た
の
で
す
。
あ
れ
と
思
っ

た
が
、
ど
う
す
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
、

段
々
に
皆
が
下
車
し
、遂
に
私
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
レ
困
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
柏
駅
で
降
り
て
遺
失

物
係
に
渡
し
た
処
、
住
所
・
電
話
番
号
と
い
わ
れ
名

刺
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
に
は
か
な
り
の
金

銭
と
定
期
券
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
一
時
ご
ろ
、
本
人
か
ら
の
電
話
が
あ
り
、
バ
ッ

ク
が
無
事
に
戻
っ
た
事
の
礼
と
何
が
し
か
の
謝
礼
を
、

と
い
う
の
を
遮
っ
て
、「
今
度
あ
な
た
が
拾
い
物
を
し

た
ら
す
ぐ
返
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
一
件

落
着
と
な
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
そ
う
し
た
か
否
か

は
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

次
に
置
き
忘
れ
。
明
治
末
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
日

本
続
蔵
経
』
と
い
う
一
切
経
は
、
和
本
仕
立
て
で
軽

量
で
す
。
で
、
こ
れ
を
図
書
館
か
ら
借
用
し
て
研
究

用
に
供
し
、
朝
数
冊
を
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
電
車
に

乗
り
ま
し
た
。
途
中
で
混
雑
し
て
い
た
の
で
ウ
ッ
カ

リ
網
棚
に
上
げ
た
の
が
運
の
つ
き
、
降
り
る
べ
き
駅

で
置
き
忘
れ
、
二
子
玉
川
駅
ま
で
行
き
、
乗
車
賃
を 

 

沢
山
払
い
ま
し
た
。
で
も
、
金
銭
だ
け
で
利
用
者
に

ご
迷
惑
を
掛
け
な
か
っ
た
の
は
仏
天
の
ご
加
護
で
勿

怪
の
幸
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
宏
智
さ
ん
の
頌
古
を
採
っ
て
お
き
ま
す
。 

 

〔
頌 

古
〕 

頌
に
云
く
、
松
は
直
く
棘
は
曲
り
、
鶴
は
長
く
鳬

は
短
し
。〔
動
著
す
る
こ
と
を
得
ず
〕義
皇
の
世
の
人
、

倶
に
治
乱
を
忘
る
。〔
胡
蘆
も
提
鑿
も
肥
ゆ
る
こ
と
を

得
た
り
〕
其
の
安
や
潜
龍
が
渊
に
在
り
、〔
仏
眼
で
覷

れ
ど
も
見
え
ず
〕
其
の
逸
や
翔
鳥
は
絆
を
脱
す
。〔
斫

頭
望
め
ど
も
及
ば
ず
〕
何
ん
と
も
す
る
無
し
。
祖
禰

西
来
す
。〔
上
梁
が
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
〕
裏
許
得
失
相

い
半
ば
す
。〔
下
桂
も
参
差
る
〕
蓬
は
風
に
随
っ
て
空

に
転
き
、〔
業
識
茫
茫
と
し
て
本
の
拠
る
べ
き
無
し
〕

舡
は
流
れ
を
截
っ
て
岸
に
到
る
。〔
順
水
に
帆
を
張
る

も
、
快
便
に
逢
い
難
し
〕
箇
の
中
の
霊
利
の
衲
僧
、

〔
街
に
罵
る
酔
漢
は
、
誰
か
敢
え
て
承
頭
せ
ん
〕
清

涼
の
手
段
を
看
取
れ
よ
。〔
我
が
這
裏
に
も
也
た
有
り
、

只
だ
是
れ
其
の
人
に
遇
う
こ
と
罕
れ
な
り
〕 

 

形
体
は
８
８
６
６
６
６
５
５
６
６
で
、
形
式
に
入

ら
な
い
異
体
で
、
例
に
よ
り
古
典
を
引
い
た
難
詩
で

す
。「
義
皇
世
の
人
」
は
伝
説
上
の
帝
王
で
理
想
政
治

を
行
っ
た
人
。「
潜
龍
・
・
・
」
は
『
周
易
』
の
語
で

本
則
に
出
ま
し
た
。 

た
だ
し 

  

お
ど
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

     

か
も  

 
 
 
 
 
 

 

け
り               

ど
う 

よ
う 

と
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ 
 

ろ 
 
 

い
し 

の
み 

や
す
ら
か 

 

ひ
そ
む
り
ゅ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ぶ
つ 

げ
ん 

 
  

み 

と
ぶ 

と
り 

  

き
ず
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
を 

せ
い 

ら
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う 
 
 

む  

と 

く 

し 

つ 

な
か 

 
 
 
 
 
 

  

は 

し 

ら 
 
 

あ 

や 

ま            

よ
も
ぎ 

 

か
ざ
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

い
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

そ 
 

し 

な
び 

 
 
 
 
 
 

ご
っ 

し

き  

ぼ
う 

ぼ
う       

も
と 

 
 

よ 

ふ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

き 

び
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ 
  

 

う
ち  

  

り 

は 

つ 
 
 

 

う
ん 

す
い 

ち
ま
た 

 

の
の
し 

  

よ
い  

ど
れ                                   

な
っ 

と
く 

 
 
 
 
 
 
 

せ
い 

げ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み 
 

と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ 

ち 

ら            

ま 

 

た 
 
 
 
 
 
 
 

し
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま 

  

も
っ 

 

け 

 

す
だ
れ 

 

す 

 

⑭ 
 

   
あ
る
禅
僧
の
四
つ
の
誓
願 

我
孫
子
市 

清
水 

秀
男 

  

いい
ろろ
んん
なな
ひひ
とと
がが
いい
るる
けけ
れれ
どど
もも  

今今
日日
一一
日日
やや
ささ

しし
いい
心心
でで
いい
よよ
うう
／／
いい
ろろ
んん
なな
ここ
とと
がが
ああ
るる
けけ
れれ
どど

もも  

今今
日日
一一
日日  

ああ
かか
るる
いい
心心
でで
いい
よよ
うう
／／
ここ
のの
道道

はは
遠遠
いい
けけ
れれ
どど
もも  

今今
日日
一一
日日  

一一
歩歩
すす
すす
もも
うう
／／

何何
がが
ああ
っっ
てて
もも
大大
丈丈
夫夫  

今今
日日
一一
日日  

笑笑
顔顔
でで
いい
よよ

うう   こ
の
言
葉
は
禅
僧 

西
村
宗
斎
師
の
四
つ
の
誓
願 

で
す
。
西
村
師
は
茶
の
湯
ゆ
か
り
の
京
都
の
禅
刹
大

徳
寺
で
修
行
さ
れ
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
寶
林
寺
の

住
職
で
し
た
。
寶
林
寺
は
、
大
徳
寺
開
山
で
あ
る
大

燈
国
師
の
生
誕
地
を
記
念
す
る
た
め
建
立
さ
れ
、
境 

内
に
は
大
燈
国
師
産
湯
の
井
戸
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

西
村
師
は
二
〇
一
八
年
に
末
期
ス
キ
ル
ス
性
胃
ガ
ン

の
宣
告
を
受
け
、
二
〇
二
〇
年
に
満
五
八
歳
の
若
さ 

で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。 

上
記
言
葉
は
、
死
の
前
日
の
法
話
の
一
節
の
言
葉

で
、
最
期
は
自
ら
の
意
志
で
坐
禅
を
し
た
姿
で
、
師

を
慕
う
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
て
、
息
を
引
き
取
ら

れ
た
の
で
す
（
坐
脱
）
。
こ
の
誓
願
は
ガ
ン
宣
告
を

受
け
た
時
に
、「
明
日
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。で
も
、

今
は
生
き
て
い
る
。
こ
れ
は
絶
対
間
違
い
な
い
。
じ

ゃ
あ
、
こ
の
今
日
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
考
え
、
一

切
比
べ
る
事
は
や
め
よ
う
と
決
意
さ
れ
ま
し
た
。 

元
気
な
頃
と
比
べ
な
い
。他
人
と
自
分
を
比
べ
な
い
。

昨
日
と
今
日
を
比
べ
な
い
。
今
日
と
明
日
と
比
べ
な

い
。
今
日
一
日
、「
今
、
こ
こ
」
の
私
を
一
所
懸
命
に

生
き
る
。そ
し
て
作
ら
れ
た
の
が
四
つ
の
誓
願
で
す
。

こ
の
誓
願
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
今
日
一
日
」
で
す
。 

今
日
一
日
で
思
い
出
す
の
は
江
戸
時
代
の
禅
僧 

正
受
老
人
の
「
一
大
事
と
申
す
は
、
今
日
只
今
の
心

也
。そ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
翌
日
あ
る
こ
と
な
し
」

の
言
葉
で
す
。
翌
日
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の

に
、
明
日
あ
る
と
思
う
か
ら
今
日
を
疎
か
に
す
る
。

ど
ん
な
に
苦
し
い
事
で
も
、
一
日
の
事
だ
と
思
え
ば

耐
え
ら
れ
る
し
、
楽
し
い
事
で
も
一
日
の
事
だ
と
思

え
ば
そ
れ
に
溺
れ
る
事
も
な
い
。
人
生
で
一
番
大
切

な
事
は
、
時
は
命
、
今
日
一
日
を
粗
末
に
せ
ず
、
今

を
精
一
杯
生
き
き
る
事
だ
と
の
お
示
し
で
す
。
「
日

日
是
好
日
」
に
通
じ
ま
す
。 

西
村
師
は
ま
さ
に
正
受
老
人
の
言
葉
を
体
現
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。今
日
一
日
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
心
で
。
良
い
事
も
苦
し
い

事
も
あ
る
が
明
る
い
心
で
。
自
分
の
目
指
す
道
は
遥

か
彼
方
で
あ
る
が
そ
れ
に
向
け
て
今
日
一
歩
前
進
し

よ
う
。
そ
し
て
比
べ
な
い
生
き
方
を
す
れ
ば
何
が
あ

っ
て
も
大
丈
夫
。
そ
し
て
今
日
一
日
笑
顔
で
過
ご
そ

う
。
そ
れ
が
幸
せ
へ
の
道
だ
と
説
い
て
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
を
生
き
る
と
は
、
今
日
こ
う

し
て
出
会
え
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
雨
降
る
も
風
吹
く

も
よ
し
、
昨
日
も
今
日
も
明
日
も
よ
し
、
如
何
な
る

状
況
で
も
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
、
あ
り
の
ま
ま
に
受

け
入
れ
て
生
き
る
事
だ
と
も
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

不
治
の
病
に
冒
さ
れ
な
が
ら
も
、
末
期
の
瞬
間
ま
で

「
今
、
こ
こ
」
に
徹
す
る
生
き
方
を
さ
れ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。 

八
二
歳
を
迎
え
る
今
年
、
老
い
や
度
重
な
る
病
に

よ
っ
て
肉
体
の
自
由
は
奪
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

西
村
師
の
生
き
様
に
学
び
、
精
神
・
心
の
自
由
ま
で

奪
わ
れ
る
こ
と
な
き
よ
う
勉
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
朝
目
を
覚
ま
し
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事

に
感
謝
し
、
与
え
ら
れ
た
今
の
状
況
を
素
直
に
受
け

止
め
、
比
べ
る
こ
と
を
や
め
る
事
。
そ
し
て
好
奇
心

を
失
う
こ
と
な
く
、
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
け
て

一
歩
で
も
前
進
し
、
「
今
・
こ
こ
」
二
度
と
戻
ら
ぬ

一
日
を
丁
寧
に
、
人
に
は
や
さ
し
く
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
老
い
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
、
夜
は
安
心

し
て
眠
り
に
つ
く
事
が
出
来
る
日
々
の
積
み
重
ね
が

出
来
れ
ば
と
。言
う
は
易
く
、行
う
は
難
し
で
す
が
、

只
ひ
た
す
ら
に
。 
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笑笑
顔顔
でで
いい
よよ

うう   こ
の
言
葉
は
禅
僧 

西
村
宗
斎
師
の
四
つ
の
誓
願 

で
す
。
西
村
師
は
茶
の
湯
ゆ
か
り
の
京
都
の
禅
刹
大

徳
寺
で
修
行
さ
れ
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
寶
林
寺
の

住
職
で
し
た
。
寶
林
寺
は
、
大
徳
寺
開
山
で
あ
る
大

燈
国
師
の
生
誕
地
を
記
念
す
る
た
め
建
立
さ
れ
、
境 

内
に
は
大
燈
国
師
産
湯
の
井
戸
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

西
村
師
は
二
〇
一
八
年
に
末
期
ス
キ
ル
ス
性
胃
ガ
ン

の
宣
告
を
受
け
、
二
〇
二
〇
年
に
満
五
八
歳
の
若
さ 

で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。 

上
記
言
葉
は
、
死
の
前
日
の
法
話
の
一
節
の
言
葉

で
、
最
期
は
自
ら
の
意
志
で
坐
禅
を
し
た
姿
で
、
師

を
慕
う
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
て
、
息
を
引
き
取
ら

れ
た
の
で
す
（
坐
脱
）
。
こ
の
誓
願
は
ガ
ン
宣
告
を

受
け
た
時
に
、「
明
日
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。で
も
、

今
は
生
き
て
い
る
。
こ
れ
は
絶
対
間
違
い
な
い
。
じ

ゃ
あ
、
こ
の
今
日
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
考
え
、
一

切
比
べ
る
事
は
や
め
よ
う
と
決
意
さ
れ
ま
し
た
。 

元
気
な
頃
と
比
べ
な
い
。他
人
と
自
分
を
比
べ
な
い
。

昨
日
と
今
日
を
比
べ
な
い
。
今
日
と
明
日
と
比
べ
な

い
。
今
日
一
日
、「
今
、
こ
こ
」
の
私
を
一
所
懸
命
に

生
き
る
。そ
し
て
作
ら
れ
た
の
が
四
つ
の
誓
願
で
す
。

こ
の
誓
願
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
今
日
一
日
」
で
す
。 

今
日
一
日
で
思
い
出
す
の
は
江
戸
時
代
の
禅
僧 

正
受
老
人
の
「
一
大
事
と
申
す
は
、
今
日
只
今
の
心

也
。そ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
翌
日
あ
る
こ
と
な
し
」

の
言
葉
で
す
。
翌
日
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の

に
、
明
日
あ
る
と
思
う
か
ら
今
日
を
疎
か
に
す
る
。

ど
ん
な
に
苦
し
い
事
で
も
、
一
日
の
事
だ
と
思
え
ば

耐
え
ら
れ
る
し
、
楽
し
い
事
で
も
一
日
の
事
だ
と
思

え
ば
そ
れ
に
溺
れ
る
事
も
な
い
。
人
生
で
一
番
大
切

な
事
は
、
時
は
命
、
今
日
一
日
を
粗
末
に
せ
ず
、
今

を
精
一
杯
生
き
き
る
事
だ
と
の
お
示
し
で
す
。
「
日

日
是
好
日
」
に
通
じ
ま
す
。 

西
村
師
は
ま
さ
に
正
受
老
人
の
言
葉
を
体
現
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。今
日
一
日
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
心
で
。
良
い
事
も
苦
し
い

事
も
あ
る
が
明
る
い
心
で
。
自
分
の
目
指
す
道
は
遥

か
彼
方
で
あ
る
が
そ
れ
に
向
け
て
今
日
一
歩
前
進
し

よ
う
。
そ
し
て
比
べ
な
い
生
き
方
を
す
れ
ば
何
が
あ

っ
て
も
大
丈
夫
。
そ
し
て
今
日
一
日
笑
顔
で
過
ご
そ

う
。
そ
れ
が
幸
せ
へ
の
道
だ
と
説
い
て
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
を
生
き
る
と
は
、
今
日
こ
う

し
て
出
会
え
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
雨
降
る
も
風
吹
く

も
よ
し
、
昨
日
も
今
日
も
明
日
も
よ
し
、
如
何
な
る

状
況
で
も
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
、
あ
り
の
ま
ま
に
受

け
入
れ
て
生
き
る
事
だ
と
も
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

不
治
の
病
に
冒
さ
れ
な
が
ら
も
、
末
期
の
瞬
間
ま
で

「
今
、
こ
こ
」
に
徹
す
る
生
き
方
を
さ
れ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。 

八
二
歳
を
迎
え
る
今
年
、
老
い
や
度
重
な
る
病
に

よ
っ
て
肉
体
の
自
由
は
奪
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

西
村
師
の
生
き
様
に
学
び
、
精
神
・
心
の
自
由
ま
で

奪
わ
れ
る
こ
と
な
き
よ
う
勉
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
朝
目
を
覚
ま
し
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事

に
感
謝
し
、
与
え
ら
れ
た
今
の
状
況
を
素
直
に
受
け

止
め
、
比
べ
る
こ
と
を
や
め
る
事
。
そ
し
て
好
奇
心

を
失
う
こ
と
な
く
、
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
け
て

一
歩
で
も
前
進
し
、
「
今
・
こ
こ
」
二
度
と
戻
ら
ぬ

一
日
を
丁
寧
に
、
人
に
は
や
さ
し
く
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
、
老
い
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
、
夜
は
安
心

し
て
眠
り
に
つ
く
事
が
出
来
る
日
々
の
積
み
重
ね
が

出
来
れ
ば
と
。言
う
は
易
く
、行
う
は
難
し
で
す
が
、

只
ひ
た
す
ら
に
。 

 

想想

うう

ここ

とと

や
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

か
た 



② 
 

従

容

録

に
学

ぶ 

（七
三
） 

龍
泉
院
東
堂 

椎 

名 

宏 

雄 
 

第
二
七
則 

法 ほ
う

眼 げ
ん

指 し

簾 れ
ん 

〔
示じ 

衆 し
ゅ

〕 

衆
に
示
し
て
云
く
、
師
多
け
れ
ば
脈
乱
る
、
法
出

づ
れ
ば
姦
生
ず
。
無
病
に
て
病
を
医
す
は
、
以
て
傷

慈
な
り
と
雖
も
、
條
有
れ
ば
條
に
攀
る
。
何
ぞ
攀
話

あ
げ
る
を
妨
げ
ん
。 

 〔
本 

則
〕 

 

挙
ぐ
、
法
眼
、
手
を
以
て
簾
を
指
す
。〔
知
ら
ず
と

道
う
こ
と
莫
れ
。
見
ず
と
道
う
こ
と
莫
れ
〕
時
に
二

僧
有
り
。
同
じ
く
去
き
て
簾
を
巻
く
。〔
行
を
同
じ
う

し
て
歩
を
同
じ
う
せ
ず
〕
眼
云
く
、「
一
は
是
が
一
は

失
。」〔
剣
下
に
身
を
分
か
つ
〕 

 

今
回
は
法
眼
さ
ん
が
中
心
の
機
縁
で
す
。
法
眼
は

第
一
七
則
「
法
眼
豪
釐
」
の
本
則
で
も
学
び
ま
し
た

が
、
正
し
い
名
は
法
眼
文
益
（
八
八
五
～
九
五
八
）。

唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
禅
匠
で
、
洞
山
さ
ん
と

は
別
系
統
の
雪
峯
―
玄
沙
―
地
蔵
と
嗣
承
す
る
地
蔵

桂
琛
に
嗣
い
だ
方
で
あ
り
、
法
眼
宗
の
開
祖
と
い
う

重
要
な
地
位
に
あ
り
ま
す
。『
従
容
録
』
で
は
雲
門
や

趙
州
に
次
い
で
、
洞
山
と
同
じ
く
ら
い
の
機
縁
を
収

め
て
い
て
、
注
目
す
べ
き
立
場
の
人
で
あ
る
。 

 

こ
の
方
は
、
若
き
頃
は
福
州
（
福
建
省
の
省
都
）

の
長
慶
慧
稜
（
雪
峯
の
弟
子
）
の
道
場
に
止
ま
っ
て

い
た
時
、
暴
風
雨
の
為
に
足
止
め
を
食
い
、
そ
こ
の

地
蔵
桂
琛
の
道
場
に
仮
偶
し
た
縁
に
よ
っ
て
地
蔵
に

師
事
し
て
豁
然
大
悟
し
た
。
そ
の
後
、
西
方
に
游
行

し
、
臨
川
（
江
西
省
）
に
招
か
れ
て
崇
寿
寺
に
居
住

す
る
が
、
そ
の
開
堂
の
日
に
は
一
千
人
以
上
の
者
が

参
集
し
た
と
い
う
。し
て
み
れ
ば
、東
方
に
居
た
時
、

す
で
に
仏
教
的
学
問
と
禅
の
修
行
が
人
並
で
な
く
進

ん
で
い
て
、
そ
の
名
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
特
に
鋭
利
聡
明
な
大
徳
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

当
時
、
江
南
の
国
王
で
あ
っ
た
銭
氏
は
こ
れ
を
聞 

き
知
っ
て
、
彼
を
東
方
に
引
き
戻
し
、 

金
陵(

南
京)

の
報
恩
院
や
清
涼
院
と
い 

う
大
刹
に
招
き
、
布
教
教
化
に
邁
進
さ 

せ
た
。
法
眼
は
よ
く
そ
れ
に
応
え
て
化 

導
に
尽
力
し
た
。
そ
の
様
態
は
伝
存
す 

る
語
録
や
著
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、 

特
に
『
宗
門
十
規
論
』
一
巻
は
、
初
め 

て
禅
門
五
家
の
各
宗
風
を
論
述
し
た
書 

と
し
て
、
短
編
な
が
ら
注
目
さ
れ
る
撰 

述
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
「
宗 

門
」
と
は
「
禅
門
」
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
書
は
わ

が
江
戸
期
に
何
度
も
刊
行
さ
れ
、
そ
の
注
釈
書
も
あ

る
。 

 

因
み
に
、
法
眼
は
宗
門
（
禅
門
）
の
み
な
ら
ず
法

華
や
華
厳
の
教
学
に
も
通
暁
し
て
い
た
の
で
、
禅
者

と
し
て
は
貴
重
な
人
物
で
あ
り
、
こ
の
人
に
対
す
る

総
合
的
な
考
察
・
検
討
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
二

〇
二
四
年
九
月
、
新
潟
大
学
の
土
屋
太
祐
先
生
に
よ

っ
て
『
法
眼
』
い
う
専
著
が
刊
行
さ
れ
た
。
す
ば
ら

し
い
内
容
で
あ
り
、
今
後
話
題
に
な
る
の
は
必
定
。 

 

さ
て
、
右
に
挙
げ
た
〔
示
衆
〕
と
〔
本
則
〕
の
要

旨
・
難
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
要
旨
か
ら
。 

複
数
の
医
者
の
診
察
で
は
病
い
は
却
っ
て
重
く 

な
り
、法
令
が
複
雑
に
な
れ
ば
違
反
者
も
増
え
る
。 

こ
う
し
た
過
度
の
慈
悲
を
ど
う
す
る
？ 

          

の
ぞ
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白
井
市 

佐
藤 

修
平  

昨
年
七
月
二
六
日
、
中
原
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
龍
泉
院
参
禅
会
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
作
務
班

の
仲
間
に
と
っ
て
痛
恨
の
極
み
の
一
事
で
す
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

そ
の
存
在
感
の
大
き
さ
に
比
べ
、
彼
の
参
禅
会
歴

は
五
年
と
三
カ
月
間
と
決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
定
例
会
、
自
由
参
禅
、
作
務
奉
仕
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
、
上
山
回
数
は
年
間
六
〇
回
を
大
き

く
超
え
て
い
ま
し
た
。
作
務
で
の
パ
ワ
フ
ル
な
動
き

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
大
き
な
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
に
山
と
積
ま
れ
た
剪
定
後
の
樹
木
を
、
力
強
く

裏
山
ま
で
運
ぶ
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
施
食
会
や

記
念
行
事
に
来
山
さ
れ
る
、
多
く
の
参
会
者
で
混
雑

す
る
駐
車
場
の
整
理
の
た
め
、
境
内
に
第
一
Ｐ~

第

五
Ｐ
ま
で
の
詳
細
な
地
図
を
作
製
さ
れ
た
の
は
中
原

さ
ん
で
し
た
。 

 

中
原
さ
ん
が
初
め
て
龍
泉
院
に
上
が
ら
れ
た
の
は
、

二
〇
一
九
年
四
月
八
日
の
降
誕
会
で
す
。
同
じ
白
井

市
在
住
の
新
会
員
入
会
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
拡
大
直
前
、
二
〇
二
〇
年
二
月
の

新
年
会
に
初
参
加
さ
れ
た
中
原
さ
ん
は
、
我
孫
子
の

会
場
ま
で
車
で
来
ら
れ
、
私
の
隣
席
で
酒
を
控
え
ら

れ
つ
つ
、
周
り
の
人
達
と
談
笑
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
路
、
ほ
ろ
酔
い
の
私
を
自
宅
ま
で
送
っ
て
く
れ
、

そ
の
途
次
、
車
中
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
し
た
。 

奄
美
大
島
の
出
身
（
私
は
真
逆
の
北
海
道
出
身
）、
関

西
系
の
大
手
流
通
会
社
で
仕
事
を
さ
れ
、
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
苦
労
を
味
わ
っ
た
こ
と
な
ど
。
私
が
二
〇

年
ほ
ど
前
に
、
元
ち
と
せ
の
「
島
唄
」
を
聴
い
て
魂

が
震
え
た
こ
と
を
話
す
と
、
静
か
に
う
な
ず
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
趣
味
も
本
格
的
に
追
究
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
は
年
季
が
入
り
道
具
一
式
も

高
級
品
を
揃
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
に
興
味
の
あ
っ
た
私
に
伝

授
し
て
も
ら
う
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
逝
去
後
、

焼
香
に
訪
問
し
た
際
に
は
、
自
宅
に
多
く
の
油
絵
が

飾
ら
れ
、
そ
の
素
人
離
れ
し
た
腕
前
に
驚
嘆
し
、
ま

た
、
多
種
多
様
な
花
々
の
記
録
を
綿
密
に
筆
記
さ
れ

た
ノ
ー
ト
も
拝
見
し
ま
し
た
。 

 

昨
晩
秋
、松
井
さ
ん
と
臨
時
作
務
を
重
ね
ま
し
た
。

眼
前
の
仕
事
量
の
多
さ
に
思
わ
ず
二
人
で
「
中
原
さ

~

ん
、
早
く
戻
っ
て
き
て
～
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

あ
の
愛
く
る
し
い
目
の
笑
顔
で
、
中
原
さ
ん
が
応
え

ま
し
た
「
無
理
せ
ん
と
い
て
」。 

 
 
 
 

 
合
掌 

中
原
悦
雄
さ
ん
の 

お
別
れ
を
悔
や
む 

 

柏
市 

松 

井 
 

隆 
 

龍
泉
院
参
禅
会
入
会
五
年
生
の
中
原
さ
ん
は
、
純

真
に
坐
禅
に
励
み
、
参
禅
会
の
行
事
に
参
加
し
、
作

務
の
仕
事
等
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
「
定
例
の
作
務

以
外
の
臨
時
作
務
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
の
メ

ー
ル
を
頂
き
、
寺
の
境
内
が
広
く
、
裏
山
や
墓
回
り

等
多
く
の
作
業
で
き
る
人
は
大
歓
迎
と
の
、
私
と
中

原
さ
ん
の
思
い
で
、臨
時
作
務
を
毎
週
一
回
位
実
施
。

そ
の
思
い
は
「
お
寺
は
い
つ
も
綺
麗
で
あ
り
た
い
」

と
の
共
通
認
識
で
し
た
。
そ
の
思
い
を
実
践
し
て
い

た
そ
の
矢
先
、
昨
年
の
夏
の
暑
い
一
日
で
し
た
。 

作
務
を
終
え
て
駐
車
場
で
中
原
さ
ん
と
別
れ
た
時

で
し
た
。
そ
の
時
中
原
さ
ん
は
体
に
異
変
を
感
じ
取

っ
て
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
と
の
、
そ

の
後
の
警
察
の
方
の
話
で
し
た
。 

本
当
に
あ
っ
け
な
い
中
原
さ
ん
と
の
別
れ
に
な
り

ま
し
た
。
あ
れ
程
元
気
に
、
熱
心
に
作
務
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
た
の
に
、
正
し
く
世
の
無
常
・
人
生
の

儚
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
残
さ
れ
た
私
共
へ
の
激激

励励
と
の
思
し
め
し
と
察
知
し
ま
す
。
あ
の
夏
の
日
を

偲
び
つ
つ
、
中
原
さ
ん
の
末
永
い
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
て
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

合
掌 

    

湧 

畏
友 

中
原
悦
雄
さ
ん 

 



① 
 

                           

 
  

 
    

右
は
正
法
眼
蔵「
画
餅
」の
巻
に
あ
る
言
葉
で
す
。 

【
通
を
し
て
通
の
礙
な
か
ら
し
む
る
に
、
一
通
こ
れ

万
通
な
り
。
一
通
は
一
法
な
り
、
一
法
通
こ
れ
万
法

通
な
り
】 

 

意
味
は
「
相
通
ず
る
こ
と
に
お
い
て
は
何
の
障
害

も
無
い
。
一
つ
に
通
ず
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
全
て
に

通
ず
る
の
で
あ
る
。
一
つ
に
通
ず
る
こ
と
は
一
つ
の

あ
り
よ
う
を
知
り
ぬ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一

つ
の
あ
り
よ
う
を
知
り
ぬ
く
こ
と
は
全
て
の
あ
り
よ

う
を
知
り
ぬ
く
こ
と
に
通
ず
る
の
で
あ
る
」
と
な
り

ま
す
。
言
わ
ん
と
す
る
所
は
「
一
理
に
達
す
れ
ば
万

法
に
通
ず
」
に
似
て
お
り
、
万
法
に
通
じ
る
た
め
に

は
、
目
の
前
に
立
ち
塞
が
る
障
害
を
気
に
す
る
あ
ま

り
、
立
ち
止
ま
り
続
け
て
は
ダ
メ
な
の
だ
、
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
し
ま
す
。 

 

さ
て
人
間
は
、
何
か
に
挑
戦
す
る
時
、
そ
れ
が
軌

道
に
乗
る
ま
で
は
焦
り
迷
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
自

分
と
似
た
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
と
比
較 

し
て
し
ま
い
、
自
分
が
取
る
に
足
り
な
い
者
に
見
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
世
間
か
ら

ダ
メ
と
言
わ
れ
続
け
て
も
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
や
っ

て
い
れ
ば
、
花
が
開
く
日
が
必
ず
訪
れ
ま
す
。
勿
論 

そ
れ
ま
で
は
大
変
で
が
、
色
ん
な
分
野
に
首
を
突
っ

込
み
、
途
中
で
投
げ
出
す
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ば
か

り
い
て
は
、
結
局
は
何
も
得
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
で
有
名
な
絵

本
作
家
「
や
な
せ
た
か
し
」
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
言

葉
が
あ
り
ま
す
。「
一
筋
の
道
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
る

と
な
ん
と
か
な
る
。
最
初
か
ら
で
き
る
人
は
そ
ん
な

に
い
ま
せ
ん
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
挫
け
る
け
ど
、
他
に

や
る
こ
と
が
無
い
の
で
ま
た
や
る
。一
筋
道
で
す
ね
。

絵
本
に
し
ろ
他
の
創
作
に
し
ろ
、
そ
う
し
て
多
く 

や
っ
て
い
る
と
一
つ
の
メ
ソ
ッ
ド
（
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
・
方
法
）
が
で
き
て
く
る
。
絵
本
教

室
な
ど
で
、
絵
本
は
こ
う
い
う
具
合
に
書
き
な
さ
い

と
教
え
た
り
し
ま
す
が
、あ
れ
で
は
ダ
メ
な
の
で
す
。

あ
れ
は
基
本
の
部
分
を
知
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
自
分

の
や
り
方
で
は
な
い
の
で
ダ
メ
な
の
で
す
。
自
分
の

や
り
方
、
自
分
の
メ
ソ
ッ
ド
が
確
立
し
た
時
に
花
が

開
く
わ
け
で
す
。例
え
ば
画
家
の
藤
田
嗣
治
さ
ん
は
、

あ
る
時
フ
ラ
ン
ス
で
絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
。
で
も

フ
ラ
ン
ス
人
に
は
ど
う
し
て
も
敵
わ
な
い
。
一
生
懸

命
考
え
た
末
、
画
面
を
真
っ
白
に
塗
っ
て
か
ら
日
本

の
面
相
筆
で
油
絵
を
描
く
方
法
を
編
み
出
し
た
わ
け

で
す
。
猫
の
毛
も
一
本
ず
つ
描
く
と
い
う
ふ
う
に 

や
っ
て
い
た
ら
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
で
き
な

い
と
い
う
の
で
藤
田
嗣
治
の
画
風
が
で
き
た
。
東
郷

青
児
さ
ん
も
そ
う
で
、
画
面
を
一
度
ピ
カ
ピ
カ
に
し

ち
ゃ
う
。
そ
う
や
っ
て
東
郷
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
画
風

が
で
き
て
い
く
わ
け
で
す
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
唯
一
無
二
の
自
分
自
身
の
メ
ソ
ッ
ド
を
見
つ

け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
そ
れ
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
そ
れ
は
沢
山
や

る
よ
り
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
何

度
も
何
度
も
挑
戦
す
る
う
ち
に
、
本
人
が
独
自
で

色
々
と
開
発
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

真
似
ば
っ
か
り
し
て
い
て
も
ダ
メ
で
す
が
、
最
初
は

真
似
を
し
て
も
い
い
の
で
す
」
と
。
こ
こ
で
い
う
、

真
似
ば
か
り
し
て
は
ダ
メ
だ
が
、
最
初
は
真
似
を
し

て
も
い
い
、
自
分
の
好
き
な
や
り
方
を
真
似
す
れ
ば

い
い
、
と
い
う
の
は
、
道
元
禅
師
の
い
う
「
相
通
ず

る
こ
と
に
お
い
て
は
何
の
障
害
も
無
い
」
に
重
な
る

所
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
メ
ソ
ッ

ド
を
見
つ
け
る
た
め
に
、何
度
も
何
度
も
挑
戦
す
る
。

そ
う
し
て
初
め
て
自
分
に
と
っ
て
の
唯
一
無
二
の
メ

ソ
ッ
ド
が
出
来
上
が
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
「
一

法
通
こ
れ
万
法
通
な
り
」
と
言
え
な
く
も
あ
り
ま
せ

ん
。
故
に
、
道
元
禅
師
の
「
一
法
通
」
と
い
う
言
葉
、

こ
れ
は 

や
な
せ 

さ
ん
の
い
う
「
一
筋
道
」
と
相
通

ず
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

『一
法
通
こ
れ
万
法
通
な
り
』  

龍
泉
院
住
職 

明 

石 

直 

之 
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【定
例
参
禅
会
・年
間
行
事
】 

 

（ 

）
内
は
座
談
の
司
会
者 

 
 
 
 

＊
氏
名
は
敬
称
略 

 

                          

令
和
六
年 

🔴🔴

九
月
二
一
日 

 
 
 
 

一
一
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

🔴🔴

一
〇
月
二
七
日 

 
 
 

一
一
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

 
 
 

🔴🔴

一
一
月
二
四
日 

 
 
  

一
三
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

 
 
 
 

                         
 

― 

成
道
会 

― 
🔴🔴

一
二
月
八
日 
 
 
 
 

一
四
名 

 
 
 
 
 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

 
 

― 

歳
末
助
け
合
い
托
鉢 

― 
🔴🔴

一
二
月
一
五
日 

 
 
 
 

六
名 

（
明
石
住
職
・
五
十
嵐
嗣
郎
） 

 
🔴🔴

一
二
月
二
二
日 

 
 
 

一
六
名 

（
小
畑
二
郎
・
岡
本
匡
房
） 

令
和
七
年 

🔴🔴

一
月
二
六
日 

 
 
 
 

一
三
名 

（
河
本
健
治
・
齋
藤
正
好
） 

    

― 

涅
槃
会 

― 
 

 
🔴🔴

二
月
一
五
日 

 
 
 
 

一
二
名 

 
       

（
河
本
健
治
・
齋
藤
正
好
） 

 
🔴🔴

二
月
二
三
日 

 
 
 
 

一
三
名 

（
河
本
健
治
・
齋
藤
正
好
） 

 

【自
由
参
禅
】 

九
月
一
日(

七
名)

・
一
四
日(

五
名
） 

一
〇
月
六
日(

一
〇
名)

・
一
二
日(

一
〇
名
） 

一
一
月
三
日(

六
名
）・
九
日(

九
名
） 

一
二
月
一
日(

七
名
）・
一
二
月
五
日（
七
名
） 

一
月
五
日(

六
名
）・
一
一
日(

八
名
） 

二
月
二
月(

五
名
）・
八
日(

七
名
） 

 【奉
仕
作
務
】 

九
月
六
日
・
二
〇
日 

一
〇
月
四
日
・
一
八
日  

一
一
月
一
日
・
一
五
日 

一
二
月
六
日
・
二
〇
日 

一
月
三
日
・
一
七
日 

二
月
七
日
・
二
一
日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【令
和
七
年
年
番
幹
事
】 

幹 
 
 
 

事 
 

河
本 

健
治 

々 

会
計
兼
務 

 
齋
藤 

正
好 

 

【編
集
後
記
】 

▼
小
畑
元
代
表
の
断
っ
て
の
願
い
で
、
『
明 

 

珠
の
最
初
に
連
載
さ
れ
て
い
る
「
従
容
録 

 

に
学
ぶ
」
が
京
都
の
法
蔵
館
か
ら
出
版
さ 

 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

・
こ
れ
ま
で
七
四
則
分
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た 

 

が
、
残
り
二
六
則
分
の
原
稿
は
既
に
椎
名 

 

老
師
が
脱
稿
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
杉
浦
さ 

ん
と
二
人
で
テ
キ
ス
ト
化
し
ま
し
た
。 

・
ご
老
師
か
ら
追
加
原
稿
や
見
直
し
も
あ
り 

 

第
一
側
か
ら
第
百
則
ま
で
並
べ
て
の
編
集 

作
業
に
没
頭
中
で
す
。 

 
 
 

（秀
嗣
） 

▼
毎
月
例
参
禅
会
で
は
、
坐
禅
後
明
石
方
丈 

様
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
ご
提
唱
を
い
つ
も 

あ
り
が
た
く
拝
聴
し
て
お
り
ま
す
。 

・
ま
た
ご
経
験
に
基
づ
い
た
様
々
な
お
話
も 

大
変
興
味
深
く
拝
聴
し
て
お
り
ま
す
。 

・
私
も
ほ
ぼ
同
年
代
で
す
が
、
示
唆
に
富
ん 

だ
お
話
を
伺
う
た
び
に
感
銘
を
受
け
る
ば 

か
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
積
み
重 

ね
が
差
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
痛
切
に 

感
じ
ま
す
。
自
分
も
懸
命
に
精
進
し
て
い 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

（吉
澤
） 

▼
明
石
方
丈
様
に
機
会
あ
る
ご
と
に
「
法 

話
」
を
賜
る
。
み
な
少
し
努
力
す
れ
ば
実 

践
可
能
な
こ
と
。
実
に
有
難
い
お
示
し
。 

・
こ
の
度
椎
名
老
師
の
玉
稿
『
従
容
録
に
学 

ぶ
』
の
単
行
本
化
は
、
ま
さ
に
快
哉
也
。 

・
独
創
的
意
訳
ル
ビ
と
禅
僧
の
日
常
生
活
記 

が
面
白
く
椎
名
イ
ズ
ム
躍
如
。
出
版
社
が 

通
勤
電
車
の
中
で
も
読
め
る
も
の
に
し
た 

い
と
意
気
込
む
由
縁
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。 

・
坂
牧
郁
子
さ
ん
の
好
評
連
載
「
龍
泉
院
の
四 

季
の
花
」
は
完
結
。
感
謝
で
す
。 

（宏
済
） 

 

 龍
泉
院
参
禅
会
簡
介 

【

参

 

禅

】

 
 

一
、
定
例
参
禅
会 

・
日 

時 
 

毎
月
第
四
日
曜
九
時
（
初
参
加
は
八
時
半
）
来
山
、
正
午
解
散 

・
坐 

禅 
 

口
宣
、
坐
禅
、
経
行
、
坐
禅
の
順 

 
 
 
 
 
 

 

（
坐
禅
は
一
炷
三
〇
分
、
経
行
は
一
〇
分
） 

・
提 

唱 
 

木
版
三
通
、
開
経
偈
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
提
唱 

・
座 

談 
 

自
己
紹
介
・
喫
茶
・
座
談 

一
、
自
由
参
禅 

・
日 

時 
 

毎
月
第
一
日
曜
日
と
第
二
土
曜
日 

・
坐

禅

  

九
時
か
ら
一
〇
時
半
ま
で
（
入
堂
九
時
ま
で
、
退
堂
自
由
） 

※
会
費
な
し
、
年
齢
・
性
別
な
ど
一
切
不
問
、
初
心
者
に
は
懇
切
に
指
導 

【
年
間
行
事
】 

 
 

 

一
、
一
日
接
心 

本
年
は
六
月
一
日
、
四
炷
の
坐
禅
と
提
唱
等 

一
、
成

道

会 
 

本
年
は
一
二
月
七
日
、
坐
禅
二
炷
・
法
要
・
問
答
・
法
話
等 

一
、
他
の
行
事 

涅
槃
会
（
二
月
一
五
日
）
、
降
誕
会
（
四
月
八
日
）
、
施
食
会 

（
八
月
一
六
日
）
、
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
（
一
二
月
一
四
日
）
、 

、 
 
 
 
 
 

団
体
参
禅
受
け
入
れ
、
歳
末
煤
払
い
（
一
二
月
定
例
参
禅
会
後
） 

一
、
作

務  

毎
月
第
一
と
第
三
金
曜
、
及
び
第
二
土
曜
に
境
内
の
掃
除
等 

【

会

報

誌

】

 
 

一
、
『
明
珠
』 

年
二
回
発
行
（
①
四
月
八
日
・
②
一
〇
月
五
日
発
行
） 

一
、
『
口
宣
』 

年
一
回
発
行 

〔
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト  http://w

ww.ryusenin.org/

〕
『
明
珠
』
『
口
宣
』
の 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

く  

せ
ん                   

き
ん 

ひ
ん 

ち
ゅ
う 

も
っ 

ぱ
ん              

か
い
き
ょ
う
げ 

 
 
 

 

し
ょ
う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う 

 
 

 
 

 

て
い
し
ょ
う 

ね  

は
ん  

え                                      

ご
う 

た
ん  

え                                   

せ  

じ
き  

え 

た
く 

は
つ 

じ
ょ
う  

ど
う    

え 

さ 
 
 

 
 
 

む 

も
っ
ぱ
ん

か
い
き
ょ
う
げ

し
ょ
う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う

て
い
し
ょ
う

・
日

時
・

一
、、

作

務
・

さ

む

 

沼沼

南南

雑雑

記記

 き
ん 

 

ひ
ん 



 
 

 

 

（表紙写真） 

喚
かん

  鐘
しょう

 
この鐘は、坐禅堂が建立される前から本堂で長く使われてい

たものです。ただの鐘ではなく、禅宗独特の「喚鐘」という鳴

らし物です。喚鐘とは、師家の室で個人指導を受ける際に、侍

者（行者）が師家の室外にあって学人を一人ずつ喚ぶ為に鳴ら

す鐘です。 

 平成の初め頃、故あって桐生市の仏具店「大仏堂」に行った

際、現地の工芸作品店に、前年の日本工芸作品展で日本一になっ

た作品があると聞き、早速その店に出向いて拝見したところ、

その素晴らしさに見惚れてしまい、即決購入してきたものです。 

因みにこの鐘がなぜ日本一になったかという理由は、次のと

おりです。 

          一、特殊な用途 

二、形状の美しさ 

          三、音響の妙鳴 
 
 私が購入しなかったならば、今頃はどこかの臨済宗か黄檗宗

の名刹寺院に購入されて鳴らされていたことでありましょう。 

 今ここ龍泉院の坐禅堂にあって、長くその働きを発揮してい

てくれていることに、その縁の不思議さを改めて思います。 

 

令和 7年 1月 

東堂 椎名 宏雄 
 

（撮影:小林裕次氏） 
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「坐禅」体験のおすすめ

ときに、本物の坐禅堂に坐り、自己とじっ

くり向き合ってみてはいかがでしょうか。

坐禅の作法等は、ご指導いたします。

・坐禅体験の申し込み

ホームページ〔http://www.ryusenin.org/〕

電話（広報担当・五十嵐）080-6571-4154

・体験日：巻末頁の「簡介」に記載の定例

参禅会か自由参禅のどちらかでどうぞ。

龍龍泉泉院院参参禅禅会会

～「椅子坐禅」もできます～




